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市
役
所
の
組
織
を
改
正
し
ま
し
た

【
市
民
環
境
部
】

　

各
区
と
の
連
携
や
昨
今
多
様

化
し
て
い
る
環
境
問
題
な
ど
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
よ
り

密
接
に
関
係
す
る
「
市
民
環
境

部
」
を
新
設
し
、
市
民
生
活
を

支
援
す
る
体
制
を
強
化
し
ま

す
。

【
社
会
共
創
部
】

　

市
民
一
人
ひ
と
り
は
も
ち
ろ

ん
、
地
域
社
会
を
構
成
す
る
企

業
や
団
体
、
学
校
な
ど
と
の
共

創
に
よ
り
、
地
域
社
会
の
課
題

を
解
決
し
価
値
を
創
造
す
る
こ

と
を
目
指
し
ま
す
。

　

生
活
環
境
課
に
「
エ
コ
パ
ー

ク
振
興
係
」
を
新
設
し
、
最
終

処
分
場
新
設
に
伴
う
地
元
の
振

興
事
業
へ
の
支
援
体
制
を
整
備

し
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
エ
コ
パ
ー
ク

推
進
課
は
発
展
的
解
散
し
ま
す
。

　

商
業
観
光
課
「
商
業
・
新
サ

ー
ビ
ス
産
業
係
」
の
名
称
を
「
商

業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
振
興
係
」

に
変
更
し
、
新
サ
ー
ビ
ス
産
業

「
市
民
環
境
部
」
と
「
社
会

共
創
部
」
を
新
設
（
表
①
）

「
エ
コ
パ
ー
ク
振
興
係
」
を

新
設
（
表
②
）

係
の
名
称
を
変
更

効
率
的
な
組
織
・
体
制
の
充
実
を
図
る
た
め

市民環境部

社会共創部

市民課

生活環境課

人権同和政策課

生涯学習スポーツ課

男女共同参画課

中央公民館

市民共創部

環境部

市民課

人権同和政策課

男女共同参画課

中央公民館

エコパーク推進課

生涯学習スポーツ課

生活環境課

　須坂市は、第五次須坂市総合計画・後期基本計画に沿い、「安心・安全」、

「元気」、「交流」の３つをまちづくりの基本理念として掲げ、「一人ひとり

が輝き、磨かれた『ほんもの』の魅力あふれるまち 須坂」の実現に向け

て、共創による地域づくりに取り組んでいきます。

　今年度、各部局が掲げる目標と方針、主な事業、予算を紹介します。

特集

平
成
30
年
度 

事
業
目
標
と
方
針
・
予
算

表①　市民環境部、社会共創部の新設

生活環境課

エコパーク
推進課

環境政策係

環境創出係

廃棄物対策係

計画推進係

生活環境課

環境政策係

環境創出係

廃棄物対策係

エコパーク振興係

表②　エコパーク振興係の新設

【改正前】

【改正前】

【改正後】

【改正後】

に
限
ら
ず
、
サ
ー
ビ
ス
産
業

全
体
の
振
興
を
推
進
し
ま
す
。

【
商
業
観
光
課
】

▼
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
振

　

興
係

▼
観
光
係
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健康づくりと支え
合いを推進します

健康福祉部
▼福祉課▼高齢者福祉課

▼健康づくり課

　

誰
も
が
社
会
の
一
員
と
し
て
尊
重
さ
れ
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
自
分
ら
し
い
生
活
が
送
れ
る
「
支
え
合
い
」
の
地
域

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

■
疾
病
予
防
・
健
康
づ
く
り
を
さ
ら
に
進
め
る
た
め
に
、

　

胃
内
視
鏡
検
診
を
県
立
信
州
医
療
セ
ン
タ
ー
と
須
高
医

　

師
会
に
協
力
い
た
だ
き
実
施
す
る
ほ
か
、
健
康
ス
ム
ー

　

ジ
ー
の
普
及
に
取
り
組
み
、
野
菜
・
果
物
の
摂
取
量
を

　

増
や
し
ま
す
。

■
生
活
困
窮
や
ひ
き
こ
も
り
な
ど
の
生
活
上
の
問
題
を
抱

　

え
る
方
の
自
立
支
援
を
進
め
る
た
め
、
相
談
体
制
の
充

　

実
を
図
り
、
関
係
機
関

　

と
連
携
し
ま
す
。

■
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

　

テ
ム
」
の
充
実
を
図
り

　

地
域
で
の
生
活
支
援
・

　

介
護
予
防
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
認
知
症
サ
ポ
ー

　

タ
ー
の
養
成
を
進
め
認

　

知
症
に
対
す
る
正
し
い

　

知
識
の
普
及
を
図
り
ま

　

す
。

信頼され、活気のあ

る組織・体制づくり

　総務部
▼総務課▼政策推進課

▼財政課▼税務課

■
若
手
職
員
に
よ
る
「
あ
い
さ
つ
課
」
の
活
動
や
全
職
員
に

　

よ
る
「
あ
い
さ
つ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
週
間
」で
、

　

日
本
一
の
笑
顔
と
あ
い
さ
つ
の
市
役
所
づ
く
り
・
「
笑

　

顔
と
あ
い
さ
つ
」
の
地
域
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

■
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
を
更
新
す
る
と
と
も
に
、
土

　

砂
災
害
・
浸
水
想
定
区
域
内
の
地
域
と
の
連
携
会
議
を

　

実
施
し
て
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

■
事
務
事
業
の
改
善
結
果
の
反
映
や
「
須
坂
市
行
財
政
改

　

革
第
四
次
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
中
長
期

　

的
に
持
続
可
能
な
行
財
政
改
革
を
徹
底
し
て
行
い
ま
す
。

■
「
第
二
次
須
坂
市
滞
納

　

整
理
対
策
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、

　

引
き
続
き
滞
納
整
理
を

　

推
進
し
ま
す
。

■
結
婚
支
援
や
結
婚
新
生

　

活
支
援
を
充
実
す
る
と

　

と
も
に
、
地
域
お
こ
し

　

協
力
隊
を
引
き
続
き
委

　

嘱
し
、
移
住
支
援
、
情

　

報
発
信
を
積
極
的
に
行

　

い
ま
す
。

　

地
域
社
会
を
構
成
す
る
多
様
な
活
動
主
体
が
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
の
認
識
を
持
ち
、
市
と
市
民
と
の
適
切
な
役
割

分
担
の
も
と
、
連
携
し
て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
美
し
い
地
域
環
境
と
快
適
に
生
活
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
考
え
な
が
ら
進
め
て

い
き
ま
す
。

■
資
源
循
環
型
社
会
を
目
指
す
た
め
、
「
４
Ｒ
運
動
」
「
残

　

さ
ず
食
べ
よ
う
３さ

ん
ま
る
い
ち
ま
る

０
１
０
運
動
」
を
推
進
し
、
ご
み
減

　

量
と
再
資
源
化
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
霊
園
施
設
利
用
者
の
皆
さ
ん
の
利
便
性
を
よ
り
向
上
さ

　

せ
る
た
め
、
松
川
霊
園
に
新
合
葬
式
墓
地
の
建
設
や
坂

　

田
霊
園
の
擁
壁
修
繕
工
事
を
行
い
ま
す
。

■
地
域
の
皆
さ
ん
が
快
適
に
生
活
で
き
る
生
活
基
盤
を
保

　

つ
た
め
、
峰
の
原
高
原
の

　

民
間
事
業
者
が
運
営
す
る
、

　

小
規
模
水
道
事
業
の
市
営

　

化
に
向
け
た
水
道
施
設
整

　

備
の
た
め
の
実
施
設
計
を

　

行
い
ま
す
。

■
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
周

　

知
と
相
談
体
制
の
充
実
を

　

図
り
ま
す
。

▼市民課
▼生活環境課

市民環境部

特集 平成30年度 事業目標と方針・予算

総務部長 平林和彦

健康福祉部長 青木信一郎

市民環境部長 吉川一夫3010運動の啓発チラシ

健康スムージー

東京での移住相談会

美しい地域環境を
引き継ぐために
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■
須
坂
長
野
東
イ
ン
タ
ー
周
辺
開
発
に
向
け
て
、
地
域
未

　

来
投
資
促
進
法
に
よ
る
土
地
利
用
調
整
計
画
の
策
定
に

　

取
り
組
み
ま
す
。

■
都
市
計
画
道
路
八
町
線
や
幹
線
道
路
整
備
、
歩
道
段
差

　

解
消
整
備
、
橋

き
ょ
う
り
ょ
う

梁
の
長
寿
命
化
修
繕
工
事
、
舗
装
長
寿

　

命
化
修
繕
工
事
、
農
道
・
農
業
基
盤
整
備
、
水
路
改
修
、

　

交
通
安
全
施
設
整
備
、
林
道
整
備
な
ど
を
進
め
ま
す
。

■
相
之
島
排
水
機
場
の
大
規
模
改
修
に
向
け
、
実
施
計
画

　

書
を
策
定
し
、
整
備
・
更
新
を
進
め
ま
す
。

■
須
坂
の
歴
史
と
文
化
を
伝
え
歴
史
的
な
景
観
を
形
成
し

　

て
い
る
建
造
物
を
保
存
活
用
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
活
か

　

す
た
め
、
須
坂
市
歴
史
的
建
造
物
の
登
録
を
進
め
ま
す
。

■
多
世
帯
同
居
ま
た
は
近
居
す
る
際
の
リ
フ
ォ
ー
ム
や
住

　

宅
取
得
に
対
し
補
助
金
を
交
付
し
、
市
外
か
ら
の
転
入

　

を
促
進
し
ま
す
。

■
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て

　

人
気
の
高
い
臥
竜
公
園
、

　

須
坂
市
動
物
園
を
、
動
物

　

の
展
示
方
法
や
イ
ベ
ン
ト

　

に
工
夫
を
こ
ら
し
、
来
園

　

者
に
一
層
親
し
ん
で
い
た

　

だ
け
る
よ
う
魅
力
あ
る
公

　

園
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

須
坂
市
に
あ
る
素
晴
ら
し
い
自
然
環
境
や
伝
統
文
化
な

ど
の
「
地
域
資
源
」を
活い

か
し
、
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

皆
さ
ん
と
と
も
に
考
え
な
が
ら
推
進
し
、
「
市
民
力
」
の
さ

ら
な
る
向
上
を
目
指
す
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
個
々
の
学
び
が
、「
地
域
に
活
か
す
学
び
」

に
つ
な
が
る
よ
う
支
援
す
る
と
と
も
に
、
協
働
し
て
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

■
市
立
博
物
館
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
、
基
本
計
画

　

を
策
定
し
ま
す
。

■
「
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
」
選
定
を
目
指
し
て

　

歴
史
的
町
並
み
の
現
状
お
よ
び
補
完
調
査
を
実
施
し
、

　

併
せ
て
町
並
み
の
歴
史
的
価
値
や
保
存
活
用
に
つ
い
て

　

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

■
新
た
に
策
定
し
た
「
第
五
次
須
坂
市
男
女
共
同
参
画
計

　

画
」
に
基
づ
き
、
男
女
が

　

対
等
な
立
場
で
社
会
参
画

　

で
き
る
環
境
づ
く
り
に
取

　

り
組
み
ま
す
。

■
30
回
を
迎
え
る
竜
の
里
須

　

坂
健
康
マ
ラ
ソ
ン
に
ハ
ー

　

フ
マ
ラ
ソ
ン
を
導
入
し
、

　

「
信
州
須
坂
ハ
ー
フ
マ
ラ

　

ソ
ン
」
に
名
称
変
更
し
、

　

開
催
し
ま
す
。

社会共創部
▼生涯学習スポーツ課
▼中央公民館
▼人権同和政策課
▼男女共同参画課

産業の連携による活力
あふれるまちづくり

産業振興部

▼農林課▼商業観光課

▼産業連携開発課

　

地
域
資
源
を
活
用
し
、
農
・
商
・
工
・
観
の
連
携
に
よ

り
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

■
担
い
手
の
育
成
と
農
地
の
集
積
や
保
全
管
理
、
有
害
鳥

　

獣
対
策
な
ど
に
各
種
団
体
と
連
携
し
て
取
り
組
み
、
地

　

域
資
源
で
あ
る
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
を
推
進
し
ま
す
。

■
森
林
の
維
持
管
理
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
産
業
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
・
ア
ド
バ
イ
ス
事
業
や
産
学
官

　

金
連
携
を
推
進
し
、
既
存
産
業
の
高
度
化
・
高
付
加
価
値

　

化
と
経
営
基
盤
の
強
化
に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

■
須
坂
産
フ
ル
ー
ツ
を
使
用
し
た
発
泡
酒
の
開
発
・
製
造
・

　

販
売
を
通
じ
、
果
物
の
振
興
、
ま
ち
の
賑に

ぎ

わ
い
創
出
な

　

ど
を
目
指
し
ま
す
。

■
「
信
州
須
坂
」
の
魅
力
を
発
信
す
る
た
め
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

　

レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
情
報
発
信
の
ほ
か
、

　

主
要
都
市
で
の
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
観
光
プ
ロ
モ
ー

　

シ
ョ
ン
事
業
を
行
い
ま
す
。

■
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
よ
る

　

空
き
店
舗
改
修
や
賃
借
の
相

　

談
、「
わ
ざ
わ
ざ
店
等
開
設
支

　

援
事
業
補
助
」な
ど
に
よ
り
、

　

空
き
店
舗
の
解
消
や
新
規
開

　

業
支
援
を
行
う
ほ
か
、「
ま
ち

　

の
駅
」
の
活
動
に
よ
り
町
の

　

賑
わ
い
創
出
を
図
り
ま
す
。

安心して住み続け
られるまちづくり

▼道路河川課▼まちづくり課
▼臥竜公園管理事務所

まちづくり
　推進部

「まちの駅」認定式

須坂長野東インター周辺開発計画地 まちづくり推進部長 依田国博

産業振興部長 加藤光弘

社会共創部長 中澤公明昨年の竜の里須坂健康マラソン

市民と連携・協働
したまちづくりを
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須
坂
市
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育
ち
、

須
坂
を
誇
り
に
思
う
大
人
に
成
長
す
る
よ
う
、
家
庭
や
地

域
、
学
校
な
ど
と
連
携
し
、
引
き
続
き
「
子
ど
も
は
宝
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
推
進
し
ま
す
。

■
社
会
福
祉
法
人
が
新
た
に
行
う
病
児
保
育
施
設
整
備
事

　

業
を
支
援
し
、
病
気
の
子
ど
も
も
安
心
し
て
預
け
る
こ

　

と
が
で
き
る
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

■
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
と
運
営
に
向
け
て
作
業

　

を
進
め
る
と
と
も
に
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
供
給

　

の
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定
や
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に

　

関
す
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
小
学
校
で
の
英
語
の
教
科
化
に
備
え
、
新
学
習
指
導
要

　

領
に
精
通
す
る
専
門
家
の
助
言
を
得
て
、
市
の
英
語
学

　

習
指
導
計
画
の
策
定
や
授
業
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

■
新
た
に
制
度
化
さ
れ
た
部
活
動
指
導
員
を
中
学
校
に
配

　

置
し
、
教
員
の
負
担
軽
減
に

　

取
り
組
み
ま
す
。

■
小
学
校
の
プ
ー
ル
シ
ー
ト
防

　

水
工
事
や
中
学
校
ト
イ
レ
の

　

様
式
化
工
事
な
ど
、
学
校
施

　

設
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

■
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の

　

実
現
を
目
指
し
、人
権
教
育
・
啓

　

発
活
動
を
さ
ら
に
進
め
ま
す
。

特集 平成30年度 事業目標と方針・予算

子どもたちの健や
かな成長のために

　水道局

▼営業課▼上下水道課

健全な企業経営を
持続させるために

防災意識の向上と
防災力の充実

　

複
雑
多
様
化
す
る
災
害
に
対
し
、
地
域
・
消
防
団
と
連

携
し
て
迅
速
か
つ
効
果
的
な
消
防
・
救
急
体
制
の
充
実
に

努
め
ま
す
。

■
消
防
署
で
は
救
急
自
動
車
お
よ
び
摩
耗
損
傷
し
た
防
火

　

衣
を
、
消
防
団
で
は
第
４
分
団
（
本
郷
町
）
お
よ
び
第
９

　

分
団
（
仁
礼
町
）
の
小
型
動
力
消
防
ポ
ン
プ
付
積
載
車
を

　

更
新
し
、
ま
た
、
第
４
分
団
（
本
郷
町
）
の
機
械
器
具
置

　

場
を
大
谷
町
に
移
転
改
築
し
て
、
消
防
施
設
・
機
械
力
・

　

装
備
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

■
区
や
事
業
所
と
連
携
し
て
応
急
手
当
の
知
識
と
技
術
の

　

普
及
に
取
り
組
み
、
住
民
に
よ
る
救
急
車
到
着
前
の
応

　

急
手
当
の
実
施
を
促
進
し
ま
す
。

■
住
宅
火
災
の
「
死
者
ゼ

　

ロ
」
を
目
指
し
、
住
宅

　

用
火
災
警
報
器
の
全
戸

　

設
置
お
よ
び
適
正
な
維

　

持
管
理
を
啓
発
し
ま
す
。

　

平
成
29
年
６
月
現
在
の

　

市
内
設
置
率
は
80
％
で

　

す
。

■
消
防
団
員
の
定
数
確
保

　

と
消
防
団
協
力
事
業
所
・

　

サ
ポ
ー
ト
事
業
の
登
録

　

数
増
加
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼学校教育課▼子ども課
▼人権同和教育課

教育委員会
　事務局

 消防本部
▼総務課▼予防課

▼警防課▼消防署

■
健
全
な
企
業
経
営
を
行
う
た
め
、
平
成
27
年
度
よ
り
進

　

め
て
き
た
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
に
あ
わ
せ
、
資
産
台

　

帳
整
備
を
行
い
、
国
の
求
め
て
い
る
ビ
ジ
ョ
ン
に
対
応

　

で
き
る
よ
う
精
度
を
あ
げ
ま
す
。
今
年
度
の
経
営
戦
略

　

の
策
定
は
、経
営
基
盤
強
化
と
財
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
向

　

上
を
重
視
し
、そ
れ
を
確
実
に
実
行
す
る
こ
と
に
よ
り
さ

　

ら
な
る
経
費
削
減
や
効
率
化
に
つ
な
が
る
も
の
に
し
ま
す
。

■
施
設
・
設
備
の
耐
震
性
の
不
足
・
老
朽
化
が
進
む
水
道

　

施
設
や
水
道
管
・
人
口
減
少
に
よ
る
水
道
料
金
の
減
少

　

な
ど
多
く
の
マ
イ
ナ
ス
要
因
も
あ
り
ま
す
が
、
将
来
に

　

わ
た
っ
て
水
量
の
安
定
確
保
と
安
心
な
水
の
提
供
を
継

　

続
で
き
る
よ
う
な
施
設
の
更
新
や
新
設
に
つ
い
て
平
準

　

化
し
た
計
画
を
立
て
、
必
要
な
資
金
調
達
が
で
き
る
よ

　

う
な
手
だ
て
を
講
じ
ま
す
。

■
下
水
道
事
業
経
営
戦
略
に
基
づ
き
、
来
た
る
べ
き
更
新

　

需
要
の
増
大
の
時
期
に
向
け
、

　

後
年
度
に
過
度
な
負
担
と
な

　

ら
ぬ
よ
う
な
健
全
経
営
を
続

　

け
ま
す
。
下
水
道
お
よ
び
農

　

業
集
落
排
水
関
連
施
設
の
適

　

正
な
維
持
管
理
に
努
め
つ
つ
、

　

皆
さ
ん
の
生
活
環
境
の
改
善

　

の
た
め
水
洗
化
促
進
を
強
化

　

し
ま
す
。

須坂市消防団女性消防隊

布設替えされた水管橋

新学校給食センターの事業用地

水道局長 﨤町俊昭

教育次長 関政雄

消防長 山岸茂幸



平成30年４月号 ・６・

　

人
口
減
少
や
超
高
齢
化
社
会
を
見
据
え
、
将
来
世
代
に

負
担
を
負
わ
せ
る
こ
と
の
な
い
健
全
財
政
の
体
質
を
つ
く

る
と
と
も
に
、
須
坂
市
の
将
来
像
で
あ
る
、
「
一
人
ひ
と

り
が
輝
き
、
磨
か
れ
た『
ほ
ん
も
の
』の
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち

須
坂
」
の
実
現
の
た
め
、
第
五
次
須
坂
市
総
合
計
画
・
後

期
基
本
計
画
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
「
須
坂
市
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
さ
ま
ざ
ま
な
施

策
を
核
と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
子
ど
も
は
宝
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
、
イ
ン
タ
ー
周
辺
開
発
の
推
進
、
笑
顔
と
あ

い
さ
つ
の
地
域
づ
く
り
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
共
創

に
よ
る
地
域
づ
く
り
に
よ
り
、
次
世
代
を
担
う
人
づ
く
り
、

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
当
初
予
算
額
は
、
平
成
29
年
度
当
初
予
算

と
比
較
し
て
３
億
８
１
７
０
万
円
、
1.8
％
減
の
２
０
３
億

６
８
３
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
（
左
ペ
ー
ジ
の
円
グ
ラ
フ

参
照
）
。

●
当
初
予
算
総
額
は
２
０
３
億
６
８
３
０
万
円

●
今
年
度
予
算
の
概
要

●
歳
入
の
内
訳

【
市
税
収
入
】

　

前
年
度
対
比
0.7
％
減
の
59
億
３
３
５
５
万
円
を
見
込
み

ま
し
た
。
そ
の
主
な
理
由
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
個
人
市
民
税
…
景
気
回
復
に
よ
る
給
与
収
入
の
増
加
傾

　
　
　
　
　
　
　

向
が
見
受
け
ら
れ
る
こ
と

▼
法
人
市
民
税
…
景
気
回
復
傾
向
が
見
え
る
が
、
設
備
投

　
　
　
　
　
　
　

資
傾
向
が
強
い
こ
と

▼
固
定
資
産
税
…
評
価
替
に
よ
る
下
落
率
を
踏
ま
え
た
こ
と

【
地
方
消
費
税
交
付
金
】

　

地
方
消
費
税
交
付
金
は
、
前
年
度
実
績
か
ら
、
前
年
度

対
比
0.5
％
増
の
９
億
２
５
０
０
万
円
を
見
込
み
ま
し
た
。

　

な
お
、
地
方
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
う
増
収
分
に
つ

い
て
は
、
障
が
い
者
福
祉
や
高
齢
者
福
祉
、
児
童
福
祉
な

ど
の
社
会
保
障
経
費
に
充
当
し
ま
す
（
左
表
参
照
）
。

平
成
30
年
度
の
予
算

社
会
福
祉

社
会
保
険

保
健
衛
生

財源のうち、税率引上げ分事業名 経費

 12億2,934万円

  1億9,262万円

 20億7,136万円

  2億1,147万円

  3億7,722万円

 40億8,201万円

  2億8,339万円

  6億2,723万円

  6億1,650万円

 15億2,712万円

  3億4,027万円

  3億6,893万円

  7億  920万円

63億1,833万円

障がい者福祉事業

高齢者福祉事業

児童福祉事業

母子福祉事業

生活保護扶助事業

国民健康保険事業

介護保険事業

後期高齢者医療事業

医療対策事業

疾病予防・健康増進対策事業

小計

小計

小計

合計

 　5,022万円

　 1,688万円

 　8,490万円

　 1,599万円

 　1,091万円

1億7,890万円

 　1,309万円

   7,165万円

 　6,049万円

1億4,523万円

　 2,701万円

　 3,552万円

   6,253万円

3億8,666万円

●地方消費税率引き上げに伴う増収分の充当内訳一覧

●
平
成
30
年
度
当
初
予
算
の
主
な
事
業
と
歳
出

記
号
説
明 

☆
…
新
規
事
業 

◎
…
拡
大
事
業 

◇
…
平
成
29
年

補
正
予
算
新
規
事
業　

…
継
続
事
業　
　

…
ゼ
ロ
予
算
事
業

「
須
坂
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
推
進

　

基
本
目
標
（
①
～
④
）
の
実
現
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

①
須
坂
市
に
し
ご
と
を
つ
く
り
、
安
心
し
て
働
け
る
よ　

　

う
に
す
る

◇
信
州
須
坂
健
康
ス
ム
ー
ジ
ー
の
普
及
〈
９
１
５
万
円
〉　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
健
康
づ
く
り
課

◇
信
州
須
坂
フ
ル
ー
ツ
発
泡
酒
協
議
会
の
支
援

　
　
　
　
　
　
　

〈
１
７
３
０
万
円
〉
…
産
業
連
携
開
発
課

◎
樹
園
地
貸
付
事
業
補
助
金
〈
１
２
０
０
万
円
〉
…
農
林
課

②
須
坂
市
へ
新
し
い
人
の
流
れ
を
創
る

☆
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
よ
る
空
き
店
舗
を
活
用
し
た
地

　
　
　
　
　
　

域
活
性
化
〈
１
０
０
万
円
〉
…
商
業
観
光
課

移
住
希
望
者
へ
の
情
報
発
信
〈
２
６
５
万
円
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
政
策
推
進
課

移
住
サ
ポ
ー
ト
支
援
〈
６
０
１
万
円
〉　

…
政
策
推
進
課

観
光
Ｐ
Ｒ
事
業
〈
８
０
０
万
円
〉　
　
　

…
商
業
観
光
課

③
若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
る

☆
福
祉
医
療
給
付
金
の
現
物
給
付
方
式
導
入〈
３
２
０
万
円
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
健
康
づ
く
り
課

☆
私
立
保
育
所
施
設
整
備
事
業
補
助
金
〈
４
８
７
０
万
円
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
子
ど
も
課

◎
病
児
等
保
育
へ
の
対
応
〈
６
７
０
万
円
〉　

…
子
ど
も
課

◇
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
補
助
金
〈
２
４
０
万
円
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
政
策
推
進
課

④
安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
と
と
も
に
、
地
域
と
地
域
を　

　

連
携
す
る

☆
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
の
更
新
〈
２
８
０
万
円
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
総
務
課

須
坂
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

〈
４
２
３
万
円
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
健
康
づ
く
り
課

問
合
せ　

財
政
課
（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
１
６
）

ゼロ



平成30年４月号・７・

特集 平成30年度 事業目標と方針・予算

特別会計 予算額 前年度比

国民健康保険 54億2,754万円 18.7％減

後期高齢者医療  6億1,872万円 6.6％増

介護保険 45億3,930万円 2.2％増

  　  769万円 9.8％増

企業会計

水道事業

宅地造成事業

下水道事業

18億5,463万円

　  　954万円

35億9,707万円

 2.7％減

19.1％減

 1.2％減

前年度比予算額

●
歳
出
の
内
訳

　

須
坂
市
が
健
全
財
政
を
保
ち
な
が
ら
持
続
発
展
す
る
た

め
に
、
事
業
の
必
要
性
や
優
先
順
位
を
考
慮
し
、
選
択
と

集
中
に
よ
り
必
要
な
事
業
を
計
上
し
ま
し
た
。

【
平
成
30
年
度
当
初
予
算
の
重
点
項
目
】

▼
「
須
坂
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
推
進

▼
「
子
ど
も
は
宝
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
お
よ
び
人
づ
く
り
」
の
推

　

進
▼
「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
の
推
進

▼
「
イ
ン
タ
ー
周
辺
開
発
事
業
」
の
推
進

▼
笑
顔
と
あ
い
さ
つ
の
地
域
づ
く
り
と
情
報
発
信

▼
「
も
っ
た
い
な
い
運
動
」
の
推
進

●特別会計の予算

諸収入
19億2,333万円
（9.4％）

国庫支出金
（国からの収入）
19億6,402万円
（9.6％）

県支出金
（県からの収入）

11億6,578万円（5.7％）

地方消費税交付金
9億2,500万円
（4.5％） その他 15億7,611万円

　　　（7.9％）

繰入金
 12億2,071万円

（6.0％）

市債
12億7，980万円
（6.3％）

民生費
68億2,970万円
（33.5％）

総務費
19億4,173万円
（9.5％）

教育費
24億1,732万円
（11.9％）

公債費
19億8,827万円
（9.8％）

土木費
21億5,304万円
（10.6％）

商工費 14億9，033万円
（7.3％）

その他
4億2,185万円
（2.1％）

衛生費 15億5,390万円
（7.6％）

農林水産業費
6億1,663万円
（3.0％）

井上、幸高、九反

田、中島財産区

地方交付税
43億8,000万円
（21.5％）

市税
59億3,355万円
（29.1％）

203億6，830万円

歳入
（平成30年度）

消防費
 9億5,553万円
（4.7％）

歳出
（平成30年度）

多
世
帯
同
居
・
近
居
支
援
事
業
補
助
金
〈
５
０
０
万
円
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
ま
ち
づ
く
り
課

「
子
ど
も
は
宝
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
お
よ
び
人
づ
く
り
」
の
推
進

　

須
坂
市
で
生
ま
れ
た
子
ど
も
た
ち
が
、
元
気
良
く
健
康

に
育
ち
地
域
を
好
き
に
な
り
、
ふ
る
さ
と
須
坂
を
誇
り
に

思
う
大
人
に
成
長
す
る
よ
う
、
引
き
続
き
「
子
ど
も
は
宝

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
推
進
し
ま
す
。

☆
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
に
向
け
た
事
前
整
備
工
事　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

〈
７
５
０
０
万
円
〉
…
学
校
教
育
課

☆
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
講
演
会
〈
12
万
円
〉　

…
学
校
教
育
課

◎
中
学
校
防
災
機
能
強
化
事
業
〈
１
億
７
７
８
０
万
円
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
学
校
教
育
課

◇
子
ど
も
の
生
活
・
学
習
支
援
事
業〈
61
万
円
〉…
学
校
教
育
課

自
然
体
験
学
習
〈
４
４
３
万
円
〉　
　
　

…
学
校
教
育
課

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

地
震
や
台
風
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
日

頃
か
ら
防
災
に
対
す
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
識
を
高
め
、

身
近
な
地
域
防
災
体
制
を
充
実
し
ま
す
。

☆
文
化
会
館
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル
非
構
造
部
材
耐
震
診
断

　
　
　
　
　
　

〈
１
０
０
万
円
〉
…
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

☆
相
之
島
排
水
機
場
実
施
計
画
の
作
成
〈
１
７
４
７
万
円
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
道
路
河
川
課

相
之
島
排
水
機
場
ポ
ン
プ
・
福
島
排
水
機
場
除
塵
機
修
繕

　
　
　
　
　
　
　
　
　

〈
２
４
０
０
万
円
〉
…
道
路
河
川
課

　

土
砂
災
害
・
浸
水
想
定
区
域
内
の
各
町
区
長
と
の
連
携

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
議
…
総
務
課

イ
ン
タ
ー
周
辺
開
発
事
業

　

地
域
未
来
投
資
促
進
法
に
よ
る
土
地
利
用
調
整
計
画
を

策
定
し
、
関
係
省
庁
と
調
整
し
な
が
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
を
中
心
に
推
進
し
ま
す
。

◇
地
域
未
来
投
資
促
進
法
に
よ
る
土
地
利
用
調
整
計
画
の

　
　
　
　
　
　
　

策
定
〈
９
８
７
万
円
〉
…
ま
ち
づ
く
り
課

●企業会計の予算

　

重
点
項
目
別
の
主
な
事
業
と
歳
出
予
算

は
下
段
の
と
お
り
で
す
。

ゼロ

203億6，830万円



平成30年４月号 ・８・

問合せ　高齢者福祉課（☎026‐248‐9020）

須坂市の介護保険料が変わります
　介護保険は、介護が必要になったときに安心してサービスを

利用できるよう、社会全体で支える社会保険制度です。

　

介
護
給
付
費
な
ど
、
介
護
保

険
の
運
営
に
必
要
な
財
源
の
う

ち
、
65
歳
以
上
の
方
の
保
険
料

は
23
％
を
占
め
る
大
切
な
も
の

で
す
。

　

介
護
保
険
が
健
全
に
運
営
で

き
る
よ
う
、
保
険
料
の
納
付
に

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

高
齢
化
率（
全
人
口
に
占
め
る

65
歳
以
上
の
割
合
）は
全
国
平
均

よ
り
高
い
で
す
が
、
認
定
率
（
高

齢
者
人
口
に
占
め
る
要
介
護
認

定
者
の
割
合
）は
全
国
や
県
の
平

均
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

須
坂
市
は
元
気
な
高
齢
者
が

多
い
た
め
、
保
険
料
を
低
く
設

定
で
き
る
の
で
す
。

高齢化率 認定率

全国
平均

県
平均

須坂市

27.7％

13.6％

17.3％

18.1％

31.5％

31.1％

※高齢化率は平成29年10月１
日現在、認定率は平成29年９
月末日現在の第１号被保険者
のみです。

須坂市で必要

な介護給付費

65歳以上の方

の負担分（23％）

須坂市の65歳以上の人数

×

■基準額の算定方法

須
坂
市
は
元
気
な
高
齢
者
が

多
い
地
域

介
護
保
険
の
財
源

保険料の
使いみち
（目安）

介護予防など
4.2％

施設介護
サービス
36.9％

在宅介護
サービス
58.9％

平
成
30
年
度
～
32
年
度
の
介

護
保
険
料
を
見
直
し
ま
し
た

　

介
護
保
険
料
は
、
人
口
推
計
や

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
に
応
じ
て
３

年
ご
と
に
見
直
し
ま
す
。

　

高
齢
化
の
進
行
に
伴
う
介
護
サ

ー
ビ
ス
費
用
の
増
加
に
よ
っ
て
、

介
護
保
険
料
の
上
昇
は
避
け
ら
れ

ま
せ
ん
。

　

市
で
は
、
皆
さ
ん
の
負
担
を
少

な
く
す
る
た
め
に
、
所
得
に
応
じ

た
保
険
料
の
設
定
な
ど
の
対
策
を

行
い
ま
し
た
。

新
し
い
介
護
保
険
料
額

　

新
し
い
介
護
保
険
料
の
基
準
額

は
月
額
５
０
４
０
円
で
、
年
額
に

す
る
と
６
万
４
８
０
円
で
す
。
個

人
の
保
険
料
額
は
市
民
税
の
課
税

状
況
な
ど
に
よ
っ
て
毎
年
計
算
し
、

左
表
の
と
お
り
区
分
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
保
険
料
基
準
月

額
の
上
昇
を
２
７
２
円
に
抑
え
、

平
成
27
年
度
～
29
年
度
と
同
様
に
、

県
内
19
市
で
一
番
低
く
設
定
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

段階
計算式

（基準額×負担率）
保険料
（年額）

■見直し後の保険料一覧表【基準月額：5,040円】

第１段階 60,480円×0.42525,700円

第２段階 60,480円×0.60036,280円

第３段階 60,480円×0.65039,310円

第４段階 60,480円×0.885053,520円

第５段階（基準） 60,480円×1.00060,480円

第６段階 60,480円×1.22073,780円

第７段階 60,480円×1.28077,410円

第８段階 60,480円×1.38083,460円

第９段階 60,480円×1.43086,480円

第10段階 60,480円×1.60096,760円

第11段階 60,480円×1.65099,790円

第12段階 60,480円×1.70102,810円

第13段階 60,480円×2.10127,000円

介護保険

基準額（月額）5,040円

■介護保険料の使い道

23％

27％

50％

65歳以上

の保険料

40～64歳

の保険料

公費

国
長野県37.5％

12.5％須坂市

※段階の算出方法は左ページをご覧ください。



平成30年４月号・９・

31.3％ 31.8％ 32.3％ 32.7％

※各年の平均認定率を推計（第２号被保険者を含む）

※平成27年国勢調査をもとに推計

【要介護・要支援認定者・高齢化率の推計】

※要介護・要支援認定者の推計とサービスの利用実績
　をもとにした推計
※四捨五入の関係で合計が一致しない場合があります

【介護給付額の推計】

居宅サービス 地域密着型サービス

施設サービス その他

10億円

0
平成30年度 31年度 32年度

合計
42.1億円

合計
44.6億円

合計
47.4億円

20億円

30億円

40億円

50億円

17.4億円

9.2億円

2.2億円

13.3億円

18.5億円
20.3億円

10.1億円
10.5億円

13.3億円

2.7億円
3.2億円

はい

▼スタート▼

あなたの市・県民税は非課税ですか？

世帯全員の市・県民税は非課税です

か？

第１
段階

あなたの前年中の合計所得金額（※3）はいくらですか？

あなたは老齢福

祉年金（※1）を受

給していますか？

いいえはい

あなたの前年中の課

税年金収入（※2）と合

計所得金額（※3）の合

計はいくらですか？

80万円
以下

80万1円
以上

120万円
以下

あなたの前年中の

課税年金収入（※2）

と合計所得金額（※

3）の合計は80万円

以下ですか？

いいえはい

第２
段階

第３
段階

第４
段階

第５
段階

第６
段階

第７
段階

第８
段階

第９
段階

第10
段階

第11
段階

第12
段階

第13
段階

■介護保険料の決まり方

120万円
超

400万円
以上

320万円
以上

400万円
未満

250万円
以上

320万円
未満

200万円
以上

250万円
未満

160万円
以上

200万円
未満

125万円
以上

160万円
未満

90万円
以上

125万円
未満

（※1）老齢福祉年金とは…明治44年４月１日以前に

生まれた方などで、一定の所得がない方や他の年金

を受給できない方に支給される年金。

（※2）課税年金収入とは…課税対象にならない年金

（障害年金・遺族年金など）以外の公的年金の収入。

（※3）合計所得金額とは…収入金額から必要経費相

当額を控除した金額（扶養控除などの所得控除をす

る前の金額）。

90万円
未満

いいえ

いいえはい

今後も要介護・要支援認定者数の上昇に比例して介護給付額が増加する見込みです

要介護認
定者(b)

高齢化率

区分

要支援認
定者（a）

認定率

（a）と（b）
の合計

1,907人

433人

14.8％

2,340人

1,789人

平成
29年度

平成
30年度

平成
31年度

平成
32年度

411人

14.1％

2,200人

1,845人

418人

14.4％

2,263人

1,997人

460人

15.4％

2,457人

13.3億円



平成30年４月号 ・10・

問合せ　▼健康づくり課（☎026‐248‐9018）

▼長野県後期高齢者医療広域連合（☎026‐229‐5320）

保険料

平成30・31年度 後期高齢者医療の
保険料が決まりました

【
「
均
等
割
額
」
は
据
え
置
き
】

　

…
４
万
９
０
７
円

【
「
所
得
割
率
」
は
据
え
置
き
】

　

…
8.3
％

【
「
限
度
額
」
は
増
加
】

 

▼
改
正
前
…
57
万
円

 

▼
改
正
後
…
62
万
円

保
険
料
見
直
し
の
内
容

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険

料
率
は
、
今
後
見
込
ま
れ
る
医
療

費
な
ど
の
推
計
を
も
と
に
２
年
ご

と
に
見
直
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
30
・
31
年
度
の
保
険
料
率

は
、
長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
議
会
２
月
定
例
会
の
議
決

を
受
け
、
左
表
の
と
お
り
と
な
り

ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
の
「
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
額
決
定
通
知
書
」は
、

所
得
確
定
後
の
７
月
以
降
に
お
送

り
し
ま
す
。

　

新
し
い
年
度
に
な
っ
て
し
ば
ら

く
は
、
保
険
料
の
算
定
の
も
と
と

な
る
所
得
金
額
が
確
定
し
な
い
た

め
、
年
間
の
保
険
料
を
決
定
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
す
で
に
年
金
天
引

き
（
特
別
徴
収
）で
保
険
料
を
納
付

し
て
い
る
方
は
、
平
成
30
年
２
月

分
と
同
額
（
平
成
30
年
度
の
保
険

料
決
定
通
知
書
に
記
載
し
て
あ
り

ま
す
）
を
４
月
・
６
月
・
８
月
に

年
金
か
ら
天
引
き
（
仮
徴
収
）
し
、

10
月
以
降
に
１
年
分
の
保
険
料
の

調
整
を
行
い
ま
す
。

【
注
意
事
項
】

▼
仮
徴
収
額
が
年
間
保
険
料
の
算

定
額
に
比
べ
て
過
大
（
ま
た
は
過

少
）
で
あ
る
と
き
は
、
年
間
保
険

料
を
平
均
し
た
額
に
調
整
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

▼
平
成
30
年
４
月
以
降
に
特
別
徴

収
が
新
た
に
始
ま
る
方
に
は
、
特

別
徴
収
の
開
始
月
に
、
保
険
料
の

「
仮
徴
収
額
決
定
通
知
書
」を
お
送

り
し
ま
す
。

▼
現
在
、
納
付
書
や
口
座
振
替
で

納
付
し
て
い
る
方（
普
通
徴
収
）は
、

保
険
料
決
定
後
の
７
月
か
ら
納
付

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

所
得
が
少
な
い
方
や
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
加
入
直
前
に
被
用
者

保
険
（
市
町
村
国
民
健
康
保
険
・
国

民
健
康
保
険
組
合
を
除
く
）
の
被

扶
養
者
と
し
て
保
険
料
の
負
担
が

な
か
っ
た
方
に
は
、
保
険
料
の
軽

減
措
置
が
あ
り
ま
す
。

▼
均
等
割
の
軽
減

 

総
所
得
金
額
に
よ
っ
て
、
軽
減

さ
れ
る
割
合
が
異
な
り
ま
す
（
下

表
参
照
）
。

▼
所
得
割
の
軽
減

　

平
成
30
年
度
か
ら
所
得
割
が
か

か
る
方
の
一
部
の
方
に
対
し
行
っ

て
い
た
所
得
割
軽
減
が
な
く
な
り

ま
す
。

▼
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
方
の
軽
減

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
直

前
に
、
被
用
者
保
険
（
市
町
村
国

民
健
康
保
険
・
国
民
健
康
保
険
組

合
は
除
く
）
の
被
扶
養
者
で
あ
っ

た
方
は
、
均
等
割
額
が
５
割
（
平

成
29
年
度
は
７
割
）
軽
減
さ
れ
、

■後期高齢者医療保険料の算定方法

保
険
料
の
軽
減

す
で
に「
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
特
別
徴
収
」の
方
は
、４
月

か
ら
仮
徴
収
が
始
ま
り
ま
す

同一世帯内の被保険者および世帯主の
前年の総所得金額などの合計額

均等割の
軽減割合

軽減後の均等
割額（年額）

前年度比

33万円以
下の場合

世帯内の被保険者全員が年金収入80万円
以下（その他各種所得なし）の場合

上記以外の方

 ９割軽減 4,090円

増減なし

【33万円＋27万5千円×被保険者数】以下の場合

8.5割軽減

【33万円＋50万円×被保険者数】以下の場合  ２割軽減

 ５割軽減

6,136円

20,453円

32,725円

■総所得金額別の均等割の軽減割合

　加入者全員が負担する「均等割」と前年の所得に応じて

負担する「所得割」を合計した金額が保険料の金額です。

＋
均等割
40,907円

所得割
（前年中の総所得金額など-33万円）×8.3％

＝ １人あたりの保険料額（限度額62万円）

所
得
割
額
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

均等割・所得割は据え置き、限度額が増加



保険料　

平成30年４月号・11・

国民健康保険税（国保税）の税率が
変わります

問合せ　▼健康づくり課（☎026‐248‐9018）

　　　　▼税務課（☎026‐248‐9001）

平
成
30
年
度
か
ら
の

国
保
税
率
改
定
の
概
要

税
率
改
定
の
影
響

税
の
申
告
を
お
忘
れ
な
く

　

国
保
制
度
改
革
に
よ
り
、
平
成

30
年
度
か
ら
県
に
事
業
費
納
付
金

を
納
め
る
た
め
、
県
か
ら
示
さ
れ

た
標
準
保
険
料
率
を
参
考
に
、
市

が
保
険
税
率
を
決
定
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
改
定
で
は
、
将
来
的
な

県
内
の
保
険
料
水
準
の
統
一
化
や
、

国
民
健
康
保
険
基
金
の
活
用
と
国

の
財
政
支
援
の
拡
充
な
ど
を
考
慮

し
、次
の
と
お
り
改
定
を
行
い
ま
す
。

　

国
保
税
は
、
所
得
や
資
産
か
ら

算
定
す
る
応
能
割
（
所
得
割
・
資

産
割
）
と
、
加
入
者
数
な
ど
か
ら

算
定
す
る
応
益
割
（
均
等
割
・
平

等
割
）
で
計
算
し
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
の
税
率
改
定
で
は
、

■国保税率改定の内容

平成27年度以来３年ぶりの税率改定

応
益
割
の
引
き
上
げ
を
行
い
ま
し

た
が
、
急
激
な
負
担
増
に
な
ら
な

い
よ
う
に
、
一
定
の
所
得
以
下
の

世
帯
に
適
用
さ
れ
る
法
定
の
軽
減

制
度
に
加
え
、
市
独
自
の
減
免
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
税
率
改
定
で
は
、
応
益

割
を
見
直
し
す
る
こ
と
で
多
く
の

方
が
同
水
準
、
ま
た
は
減
額
に
な

る
見
込
み
の
た
め
、
市
独
自
の
減

免
を
廃
止
し
ま
す
。

　

な
お
、
所
得
割
を
引
き
上
げ
る

た
め
、
一
部
の
方
は
所
得
金
額
や

世
帯
内
加
入
者
の
人
数
や
年
齢
に

　

世
帯
内
に
未
申
告
や
所
得
不
明

の
方
が
い
る
場
合
は
、
軽
減
制
度

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

給
与
や
公
的
年
金
以
外
の
収
入

が
あ
る
方
は
、
所
得
税
ま
た
は
市
・

県
民
税
の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
資
産
割
の
廃
止

■
均
等
割
と
平
等
割
の
引
き
下
げ

■
市
独
自
減
免
の
廃
止

　

国
保
税
率
の
改
定
は
、
平
成
27

年
度
以
来
３
年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
。

よ
っ
て
、
負
担
額
が
増
え
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

国
保
財
政
の
安
定
運
営
の
た
め
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

区分

賦課限度額

平等割

均等割

資産割

所得割

540,000円

28,000円

28，000円

6.00％

6.30％

580,000円

19,000円

19，000円

7.40％

40,000円

▲9,000円

▲9,000円

▲6.00％

1.10％

現行 改定 増減率・額

区分

区分

賦課限度額

賦課限度額

平等割

平等割

均等割

均等割

資産割

資産割

所得割

所得割

190,000円

160,000円

9,000円

10,000円

10，000円

13，000円

1.50％

1.50％

2.60％

2.50％

190,000円

160,000円

 6,000円

 7,000円

 6，000円

 8，000円

2.90％

2.10％

据え置き

据え置き

▲3,000円

▲3,000円

▲4,000円

▲5,000円

▲1.50％

▲1.50％

0.30％

▲0.40％

現行

現行

改定

改定

増減率・額

増減率・額

平等割（１世帯）

均等割（１人につき） 13，300円

13，300円

4，200円

4，200円 4，900円

5，600円

医療分 支援金分 介護分

平等割（１世帯）

均等割（１人につき） 9，500円

9，500円

3，000円

3，000円 3，500円

4，000円

医療分 支援金分 介護分

平等割（１世帯）

均等割（１人につき） 3，800円

3，800円

1，200円

1，200円 1，400円

1，600円

医療分 支援金分 介護分

【医療分】

【後期高齢者支援金分】

【介護納付金分】

７割軽減…世帯主と加入者の合計所得金額33万円以下の世帯

５割軽減…世帯主と加入者の合計所得金額が
　　　　　33万円＋（加入者数×27万５千円）以下の世帯

２割軽減…世帯主と加入者の合計所得金額が
　　　　　33万円＋（加入者数×50万円）以下の世帯

■均等割と平等割の減額一覧



平成30年４月号 ・12・

国民健康保険制度

４月から国民健康保険（国保）制度
が変わります

問合せ　健康づくり課（☎026‐248‐9018）

国
保
は
加
入
者
の
皆
さ
ん
で

支
え
合
う
制
度
で
す

制
度
改
革
の
利
点

　

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）は
、
病

気
や
け
が
を
し
た
と
き
に
、
皆
さ

ん
が
安
心
し
て
医
療
に
か
か
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
保
険
料
を

出
し
合
っ
て
助
け
合
う
社
会
保
障

制
度
で
す
。

　

職
場
の
健
康
保
険
や
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
な
ど
で
医
療
を
受
け

て
い
る
方
、
生
活
保
護
を
受
け
て

い
る
方
を
除
い
た
す
べ
て
の
方
が

加
入
し
ま
す
。

　

国
保
の
仕
組
み
は
変
わ
り
ま
す

が
、
加
入
者
の
方
々
の
医
療
の
受

け
方
、
保
険
税
の
納
め
方
な
ど
は
、

今
ま
で
と
同
様
、
健
康
づ
く
り
課

（
窓
口
５
番
・
本
庁
舎
１
階
）で
ご

案
内
し
ま
す
。

①
保
険
料
負
担
の
急
な
増
加
リ
ス

　

ク
の
軽
減

　

小
さ
な
市
町
村
単
位
で
国
保
を

運
営
し
て
い
る
と
、
高
額
な
医
療

費
が
突
然
発
生
し
た
場
合
に
、
そ

の
医
療
費
を
市
町
村
単
位
（
少
な

い
加
入
者
）
で
負
担
す
る
た
め
、

▼財政運営の責任主体

▼国保運営方針に基づき、事

　務の効率化、標準化、広域

　化を推進

▼市町村ごとの標準保険料率

　を算定・公表

▼保険給付費等交付金の市町

　村への支払い

▼国保事業費納付金を県に納

　付

▼資格を管理（保険証などの

　発行）

▼標準保険料率を参考に保険

　税率を決定

▼保険税の賦課、徴収

▼保険給付の決定、支給

県が安定した財政運営や効率

的な事業運営を確保します。

国

国 県

市町村

市町村

国保加入者

国保加入者

これまでの国保の仕組み

平成30年度からの国保の仕組み

資格管理や保険税の賦課・徴

収などの身近な窓口は、引き

続き、市で行います。

県の主な役割 市の主な役割

■国保制度の役割分担

急
な
保
険
税
の
負
担
が
生
じ
る
恐

れ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
市
町
村
内
加
入
者

同
士
で
の
支
え
合
い
の
仕
組
み
か

ら
、
県
内
す
べ
て
の
国
保
加
入
者

同
士
の
支
え
合
い
の
仕
組
み
と
す

る
こ
と
で
、保
険
税
負
担
の
急
激
な

増
加
の
リ
ス
ク
が
軽
減
で
き
ま
す
。

②
健
康
づ
く
り
の
さ
ら
な
る
推
進

　

に
よ
る
保
険
税
抑
制

　

平
成
30
年
度
以
降
、
県
が
保
険

者
と
し
て
加
わ
り
、
今
ま
で
以
上

に
市
と
連
携
し
て
、
皆
さ
ん
の
健

康
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
応
援
し

ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
が
進
む
と
医
療
費

が
抑
え
ら
れ
る
た
め
、
保
険
税
を

抑
制
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。

③
将
来
的
な
負
担
の
公
平
化

　

県
が
財
政
運
営
を
す
る
こ
と
で
、

将
来
的
に
、
県
内
で
同
じ
所
得
の

方
は
同
じ
水
準
の
保
険
税
負
担
と

な
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　

し
か
し
、す
ぐ
に
は
統
一
せ
ず
、

こ
れ
ま
で
と
同
様
、
当
面
は
市
町

村
ご
と
に
設
定
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。

財政支援

財政支援

交付金納付金

▼被保険者証などの発行
▼保険給付

▼被保険者証などの発行
▼保険給付

▼加入手続き▼保険税の納付

▼加入手続き▼保険税の納付



平成30年４月号・13・

制
度
改
革
に
よ
る
変
更
点

世
帯
の
継
続
性
の
判
定
基
準

平
成
30
年
４
月
か
ら
変
更

国
民
健
康
保
険
と
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
の
方
は
入
院
時

の
食
事
代
が
変
わ
り
ま
す

65
歳
以
上
で
療
養
病
床
に
入

院
し
た
と
き
の
居
住
費
が
変

わ
り
ま
す

①
保
険
証
な
ど
の
切
り
替
え

　

保
険
証
や
高
齢
受
給
者
証
な
ど

に
「
長
野
県
」が
表
記
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
８
月
（
高
齢
受
給
者
証
）

や
10
月
（
保
険
証
）
の
一
斉
更
新
ま

で
は
、
今
ま
で
お
使
い
の
保
険
証

な
ど
を
そ
の
ま
ま
お
使
い
い
た
だ

け
ま
す
。

②
高
額
療
養
費
の
該
当
回
数
の
引

　

き
継
ぎ

　

県
内
の
他
市
町
村
に
引
っ
越
し

た
場
合
に
、
世
帯
の
継
続
性
が
認

め
ら
れ
る
と
高
額
療
養
費
の
該
当

回
数

（※）
が
引
き
継
が
れ
る
よ
う
に

な
り
、
引
っ
越
し
後
も
負
担
軽
減

が
継
続
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す

（
図
①
参
照
）
。

　

高
額
療
養
費
の
多
数
回
該
当
の

該
当
回
数
の
基
準
で
あ
る
「
世
帯

の
継
続
性
」
は
、
高
額
療
養
費
が

世
帯
単
位
で
家
計
の
負
担
の
軽
減

を
図
る
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
世
帯
を
主
宰
す
る
世

帯
主
に
注
目
し
た
下
記
の
基
準
と

し
ま
す
（
図
②
参
照
）
。

　

入
院
時
の
食
事
代
は
、
世
帯
の

所
得
区
分
に
よ
っ
て
決
ま
っ
て
い

ま
す
。

　

所
得
区
分
が
「
一
般
所
得
」（
住

民
税
非
課
税
世
帯
以
外
）
の
方
は
、

４
月
１
日
か
ら
食
事
代
が
４
６
０

円
に
変
わ
り
ま
す
。

※
指
定
難
病
の
人
な
ど
は
、
２
６

０
円
（
65
歳
以
上
の
療
養
病
床
は

４
２
０
円
）
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

65
歳
以
上
の
方
が
療
養
病
床
に

入
院
し
た
時
は
、
食
費
と
居
住
費

と
し
て
定
め
ら
れ
た
標
準
負
担
額

を
自
己
負
担
し
ま
す
が
、
こ
の
う

ち
の
入
院
医
療
の
必
要
性
が
高
い

人
の
居
住
費
が
変
わ
り
ま
す
。

住所異動

世帯の継続性あり

世帯の継続性あり

（※）同一世帯の人が同じ月内に一医療

機関に支払った自己負担額が世帯の所

得区分ごとに決められている限度額を

超えた場合、その超えた分を支給する

仕組みを高額療養費といいます。

　過去12カ月間に支給が４回以上と

なった場合（多数回該当）限度額が引き

下げられ、医療費の負担がさらに抑え

られます。

図①高額療養費の該当回数
　　の引き継ぎ（例）

図②世帯の継続性の判定基準

　

詳
し
く
は
、
健
康

づ
く
り
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

６月 ９月７月 10月８月 11月 12月

平成30年
３月まで

１回目 １回目２回目 ２回目３回目 ３回目 ４回目

平成30年
４月から

１回目 ４回目２回目 ５回目３回目 ６回目 ７回目

県内で転居 ここから該当

ここから該当

【基準①】１つの世帯で完結する住所異動…世帯の分離や合併を伴わないため、世帯の継続性を認める

【基準②】１つの世帯で完結しない住所異動
 ㋐…世帯主と住所の両方に変更がない世帯に対して、世帯の継続性を認める

Ｘ市

Ｘ市

Ｙ市

Ｘ市 Ｙ市

妻 妻子

子

子Ａ
世
帯

Ａ
世
帯

Ａ
世
帯

Ａ
世
帯

Ｂ
世
帯

世
帯
主

世
帯
主

妻 妻

世
帯
主

世
帯
主

世
帯
主
（
子
）

㋑…転入する世帯の世帯主が主宰する世帯に対して、世帯の継続性を認める

Ｘ市 Ｘ市 Ｙ市

子Ａ
世
帯

Ａ
世
帯

Ａ
世
帯

世
帯
主

妻 妻世
帯
主

世
帯
主
（
子
）



平成30年４月号 ・14・

交通規制

「ゾーン30」の区域が指定
されました

問合せ　▼道路河川課（☎026‐248‐9006）

　　　　▼須坂警察署（☎026‐246‐0110）

　

通
学
路
や
生
活
道
路
で
の
歩
行

者
の
安
全
な
通
行
を
守
る
こ
と
を

目
的
に
、
全
国
的
に
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

指
定
区
域
（
ゾ
ー
ン
）
内
の
道
路

は
す
べ
て
、
最
高
速
度
を
一
律
30

キ
ロ
に
制
限
さ
れ
ま
す
。

「
ゾ
ー
ン
30
」と
は

　

春
木
町
周
辺
に
指
定
さ
れ
た

「
ゾ
ー
ン
30
」
の
区
域
は
、
下
図
の

と
お
り
で
す
。

　

区
域
内
に
は
、
相
森
中
学
校
の

通
学
路
な
ど
が
あ
り
ま
す
。　
　

　

区
域
内
の
道
路
の
出
入
口
に
あ

た
る
と
こ
ろ
に
は
、
左
の
写
真
の

よ
う
な
、
規
制
を
知
ら
せ
る
た
め

の
道
路
標
識
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。 春

木
町
周
辺
の
指
定
区
域

●「ゾーン30」の指定区域　

　ピンク色（　　と　　）で囲んだ内側すべての道路が30キロ制限です（　　を除く）。

▲区域の入口
　の道路標識

▲区域の出口
　の道路標識

相森
中学校

長野県
農業試験場

長野県長野養護学校
すざか分教室

（旧須坂商業高校）

北信自動車
学校

長野電鉄
長野線

須坂商業高校前

至　須坂駅

至　北須坂駅 至　小布施町

国
道

４
０

３
号

馬場町
春木町



消費生活情報

平成30年４月号・15・

問
合
せ　

健
康
づ
く
り
課
（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
１
８
）

平
成
30
年
度
の
高
齢
者
用
肺
炎
球
菌

定
期
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

■平成30年度の定期予防接種の対象者

年齢

65歳

70歳

75歳

80歳

85歳

90歳

95歳

100歳

生年月日

昭和28年４月２日～29年４月１日

昭和23年４月２日～24年４月１日

昭和18年４月２日～19年４月１日

昭和13年４月２日～14年４月１日

昭和８年４月２日～９年４月１日

昭和３年４月２日～４年４月１日

大正12年４月２日～13年４月１日

大正７年４月２日～８年４月１日

平
成
30
年
度
の
対
象
者

　

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
に
よ
る
肺

炎
の
重
症
化
を
防
ぐ
予
防
接
種
で

す
。
平
成
30
年
度
の
対
象
者
で
接

種
を
希
望
す
る
方
に
は
、
予
診
票

を
発
行
し
ま
す
。
健
康
づ
く
り
課

（
窓
口
６
番
・
本
庁
舎
１
階
）
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

今
ま
で
に
高
齢
者
用
肺
炎
球
菌

の
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
が
な

い
方
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方

▼
左
上
の
表
の
生
年
月
日
の
方

▼
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
の
う

ち
、
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
の
機
能

や
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
免
疫
の
機
能
に
障
害
の
あ
る
方

※
対
象
者
に
は
個
別
に
通
知
し
ま

す
。
平
成
30
年
度
の
対
象
者
は
、

今
後
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

費
用（
自
己
負
担
額
）

２
千
円

※
生
活
保
護
受
給
世
帯
や
中
国
残

留
邦
人
な
ど
、
自
立
支
援
な
ど
に

関
す
る
法
律
に
よ
る
支
援
給
付
対

象
の
方
は
無
料
で
す
。
健
康
づ
く

り
課
で
予
診
票
を
受
け
取
る
と
き

に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

お
問
い
合
わ
せ
い

た
だ
く
前
に
、
ご
自

身
で
過
去
の
接
種
歴

を
確
認
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。

予
防
接
種

キャッシュカードが狙われ
ています

問合せ　消費生活・特殊詐欺被害防止センター（☎026‐248‐9002)

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
渡
し
た

こ
と
で
お
金
が
引
き
出
さ
れ
て
し

ま
っ
た
と
い
う
特
殊
詐
欺
が
、
市

内
で
発
生
し
ま
し
た
。

　

詐
欺
に
遭
わ
な
い
た
め
に
も
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
取
り
扱
い

を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

　

警
察
官
や
金
融
機
関
、
保
険
会

社
、
大
手
家
電
量
販
店
な
ど
の
職

員
を
か
た
る
者
か
ら
電
話
が
あ
り
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
渡
す
よ
う

に
誘
導
さ
れ
ま
す
。

▼
「
あ
な
た
の
口
座
が
詐
欺
事
件

　

に
使
わ
れ
て
い
る
。
キ
ャ
ッ
シ

　

ュ
カ
ー
ド
を
変
更
す
る
の
で
渡

　

し
て
ほ
し
い
」

▼
「
あ
な
た
の
息
子
が
交
通
事
故

　

に
あ
っ
た
。
示
談
金
が
す
ぐ
に

　

必
要
」

▼
「
あ
な
た
が
口
座
を
開
い
て
い

　

る
銀
行
に
詐
欺
の
実
行
犯
が
い

　

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
不
正
利

　

用
の
可
能
性
が
あ
る
の
で
カ
ー

　

ド
を
切
り
替
え
た
方
が
い
い
」

▼
「
あ
な
た
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

　

ド
が
偽
造
さ
れ
て
い
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

▼
絶
対
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を

　

他
人
に
手
渡
さ
な
い
で
く
だ
さ

　

い
。

▼
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
放
置
せ

　

ず
、
こ
ま
め
に
紛
失
し
て
い
な

　

い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

▼
絶
対
に
暗
証
番
号
を
他
人
に
教

　

え
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
暗
証
番
号
の
メ
モ
を
カ
ー
ド
と

　

一
緒
に
携
帯
し
た
り
保
管
し
た

　

り
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
こ
ま
め
に
残
高
照
会
を
し
ま
し

　

ょ
う
。

▼
不
必
要
に
多
額
の
預
金
を
普
通

　

口
座
に
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま

　

し
ょ
う
。

詐
欺
の
主
な
手
口

詐
欺
に
遭
わ
な
い
た
め
の

対
策

　警察官や銀行員などがキャッシュカー

ドを預かったり暗証番号を聞くことは、

絶対にありません。キャッシュカードは

本人が責任を持って保管しましょう。

　少しでも「不審」と感じるような電話が

かかってきたら、１人で判断せずに家族

や警察、特殊詐欺被害防止センターなど

にご相談ください。



平成30年４月号 ・16・

問合せ　生活環境課（☎026‐248‐9019）

ペット

犬の登録と狂犬病予防注射
を忘れずに

　

新
た
に
犬
を
飼
う
場
合
は
、
狂

犬
病
予
防
法
に
基
づ
く
犬
の
登
録

が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
生
後
３
か
月
以
上
の
犬

に
毎
年
１
回
狂
犬
病
の
予
防
注
射

を
受
け
さ
せ
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

【
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
】

　

直
系
２
㎜
、
長
さ

12
㎜
ほ
ど
の
円
筒
型

で
、
犬
の
首
の
皮
膚

の
下
に
専
用
注
射
器

で
挿
入
し
ま
す
。

　

須
坂
市
で
も
、
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ

プ
を
読
み
取
っ
て
飼
い
主
の
検
索

が
で
き
ま
す
。

　

装
着
を
希
望
す
る
方
は
動
物
病

院
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
市
内
の
動
物
病
院
の
場
合
】

　

市
内
に
あ
る
次
の
動
物
病
院
で

は
、
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注

射
済
票
の
交
付
手
続
き
が
、
そ
の

場
で
同
時
に
で
き
ま
す
。

▼
ツ
チ
ヤ
動
物
病
院

（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
２
８
３
５
）

▼
須
坂
西
動
物
病
院

（
☎
０
２
６
‐
２
４
６
‐
０
５
７
７
）

▼
く
ら
ら
動
物
病
院

（
☎
０
２
６
‐
２
１
４
‐
５
５
５
８
）

【
市
外
の
動
物
病
院
の
場
合
】

　

市
外
の
動
物
病
院
で
狂
犬
病
予

防
注
射
を
受
け
る
と
、
そ
の
場
で

は
「
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
」は
受

け
取
れ
ま
せ
ん
。

　

動
物
病
院
が
発
行
す
る
「
注
射

済
証
」
に
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票

交
付
手
数
料
（
５
５
０
円
）を
添
え

て
、
生
活
環
境
課
（
窓
口
７
番
・

本
庁
舎
１
階
）
へ
提
出
し
、「
狂
犬

病
予
防
注
射
済
票
」
を
受
け
取
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
猫
の
繁
殖
制
限
（
不

妊
・
去
勢
）
手
術
に
対
し
て
助
成

を
し
て
い
ま
す
。

　

助
成
を
希
望
す
る
方
は
、
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
手
術
の
助
成
券

を
交
付
し
ま
す
の
で
、
市
内
の
動

物
病
院
で
手
術
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

【
助
成
の
対
象
】

▼
市
内
で
飼
育
さ
れ
て
い
る
飼
い

　

猫
（
１
世
帯
に
つ
き
年
１
回
）

▼
市
内
に
生
息
す
る
飼
い
主
の
い

　

な
い
猫

【
助
成
額
】

▼
不
妊
手
術
…
５
０
０
０
円

▼
去
勢
手
術
…
３
０
０
０
円

【
助
成
金
の
予
算
額
】

95
万
円

※
予
算
額
に
達
し
た
時
点
で
受
け

付
け
を
終
了
し
ま
す
。

【
申
請
方
法
】

　

生
活
環
境
課
（
窓
口
７
番
・
本

庁
舎
１
階
）
で
直
接
申
請
し
て
く

だ
さ
い
（
受
付
時
間
は
月
～
金
曜

日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分
）
。

※
必
ず
手
術
前
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

【
持
ち
物
】

は
ん
こ

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射

　

市
で
は
、
毎
年
４
～
５
月
に
狂

犬
病
予
防
注
射
の
集
合
注
射
を

行
っ
て
い
ま
す
（
日
程
は
左
ペ
ー

ジ
参
照
）
。

注
射
料
金　

２
９
５
０
円

狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
交
付
手
数

料　

５
５
０
円

犬
の
登
録

　

生
活
環
境
課
（
窓
口
７
番
・
本
庁

舎
１
階
）で
、
随
時
手
続
き
で
き
ま

す
。
ま
た
、
狂
犬
病
予
防
集
合
注

射
の
会
場
で
も
手
続
き
で
き
ま
す
。

登
録
手
数
料　

３
０
０
０
円

▲狂犬病予防注射の様子

【
犬
の
鑑
札
】（
24
㎜
×
24
㎜
）

　

犬
を
登
録
す

る
と
「
鑑
札
」が

交
付
さ
れ
ま
す
。

必
ず
首
輪
に
付

け
て
く
だ
さ
い
。

迷
い
犬
と
し
て
保
護
さ
れ
た
時
は
、

鑑
札
の
番
号
で
特
定
で
き
ま
す
。

※
登
録
が
済
ん
で
い
る
犬
を
飼
っ

て
い
る
方
に
ハ
ガ
キ
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
ハ
ガ
キ
の
裏
面
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
料
金
と
と
も
に

集
合
注
射
の
会
場
（
受
付
）
へ
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

狂
犬
病
予
防
注
射
を
動
物
病

院
で
も
受
け
ら
れ
ま
す

【
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
】

　
　
　
　
　
　

 
（
15
㎜
×
30
㎜
）

　

狂
犬
病
予
防
注

射
を
受
け
る
と「
狂

犬
病
予
防
注
射
済

票
」が
交
付
さ
れ
ま

す
。
必
ず
首
輪
に

付
け
て
く
だ
さ
い
。

※
色
は
毎
年
変
わ

り
ま
す
（
平
成
30
年
度
は
青
色
）
。

　犬の鑑札と狂

犬病予防注射済

票は首輪に必ず

付けておきまし

ょう。

猫
繁
殖
制
限
手
術
助
成
制
度

の
お
知
ら
せ



平成30年４月号・17・

▼新田町公会堂  10：30～10:40

▼豊島町公会堂  10：50～11:00

▼小島町公会堂  11：10～11:20

▼北相之島町公会堂

　　　　　　　  11：30～11:40

▼相之島町公会堂

　　　　　　　  11:50～12:00

■４月17日㈫

▼高甫地域公民館 9：00～ 9：15

▼大日向町公会堂 9：25～ 9:40

▼豊丘地域公民館 9：50～10:10

▼米子町公会堂  10：20～10:30

▼夏端町公会堂  10：40～10:50

▼亀倉町公会堂  11：00～11:15

▼仁礼浅間塚公会堂

　　　　　　　  11：25～11:35

▼仁礼コミュニティセンター・

　くつろぎ荘    11：45～12:00

■４月18日㈬

▼旧上高井郡役所 9：00～ 9:15

▼サマーランド駐車場

 　　　　　　　  9：25～ 9:45

▼相杜神社境内  10：00～10:10

▼中央公園（芝宮神社裏）

　　　　　　 　 10：20～10:30

▼穀町公会堂    10：40～10:50

▼村石町公会堂  11：00～11:10

▼明徳町公会堂  11：20～11:30

■４月12日㈭

▼多目的（防災）広場（市役所西側）

　　　　　 　　　9：00～ 9:20

▼米持町公会堂 　9:30～ 9:45

▼井上町公会堂   9：55～10:05

▼幸高町公会堂  10：15～10:25

▼福島町公会堂  10：35～10:45

▼中島町公会堂  10：55～11:05

▼村山町公会堂  11：15～11:30

▼高梨神社境内  11：40～11:50

■４月13日㈮

▼望岳台公会堂　 9：00～ 9:10

▼小山町公会堂　 9：20～ 9:30

▼屋部町公会堂　 9：40～ 9:55

▼八幡町公会堂  10：05～10:20

▼境沢町公会堂  10：30～10:45

▼塩川町公会堂  10：55～11:10

▼田の神町公会堂

　　　　　　　  11：20～11:35

▼南小河原町公会堂

　　　　　　 　 11：45～12：00

■４月16日㈪

▼旭ケ丘町公会堂 9：00～ 9:15

▼旭ケ丘ふれあいプラザ

 　　　　　　　  9：25～ 9:40

▼光ケ丘ニュータウン集会所

　　　　　　　　 9：50～10：00

▼松川町公会堂  10：10～10:20

■■■■■ 犬の登録と狂犬病予防集合注射の日時と会場 ■■■■■

▼創造の家駐車場

　　　　　　　  11：40～11：55

■５月13日㈰

▼市役所前駐車場  8：30～10:00

▼旭ケ丘ふれあいプラザ

 10：30～10:45

▼こもれびホール

　（旧峰の原高原集会所）

 10：40～11:00

▼サマーランド駐車場

　 11：00～11:20

▼仁礼コミュニティセンター・

　くつろぎ荘 11：40～12:00

■５月14日㈪

▼市立博物館前駐車場

 9：00～9:20

▼豊丘地域公民館  9：40～9:50

▼高甫地域公民館

                10：10～10:25

▼幸高町公会堂　10：45～11:00

▼日野地域公民館

　（旧農村環境改善センター）

 11：20～11:30

▼北相之島町公会堂

　　　　　　　　11：50～12：00

須坂市ドッグランからイベント・教室のお知らせ

｢ゴミ０
ゼ ロ

ワン隊 in 須坂｣ 新企画「ワンワンライフスクール」

　市民の憩いの場として親しまれている

百々川河川敷を愛犬とお散歩しながらごみ

拾いを行うイベントです。

　犬のフンを片付けないなどのマナーを守

らない人たちに、この活動をとおして一緒

にＰＲしましょう。終了後には楽しいイベ

ントもあります。市外の方・犬を飼育して

いない方も大歓迎です。

と　き　　４月22日㈰午前９時～10時30分

　　　　　（小雨決行）

集合場所　メセナホール南側駐車場

　　　　　(百々川河川敷 ) 

参加費　　無料（飲み物・参加景品付）

申込期間　４月２日㈪～20日㈮

※当日参加できます。

　愛犬のしつけやマナー、楽しい生活づく

り、防災対策などをトータルサポートする

無料の教室です。このような教室は、全国

的にもめずらしい試みです。

※スクールに参加するには、ドッグラン

利用者会に入会いただく必要があります。

と　き　５月から10月の第１日曜日（計6回）

【入会に必要な物・条件】

▼年会費2,000円（変わる場合があります）

▼はんこ

▼犬の登録と狂犬病予防注射の接種をして

　いること

▼地域制限はありません

※詳しくは、お問い合わせください。

申込・問合せ　須坂市ドッグラン利用者会事務局（生活環境課☎026‐248‐9019）
電子メール s-seikatsukankyo@city.suzaka.nagano.jp



平成30年４月号 ・18・

問合せ　市観光協会（☎026‐215‐2225）

イベント

４月７日（土）～25日（水）

　

さ
く
ら
ま
つ
り
期
間
中
は
渋
滞

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
で
き
る
だ
け

徒
歩
で
ご
来
園
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ご
み
の
持
ち
帰
り
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

　

近
隣
の
方
に
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
な
い
よ
う
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

臥竜公園さくらまつり

と　

き　

４
月
13
日
㈮
～
15
日
㈰

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　

▼
遠
藤
酒
造
場
（
酒
蔵
）

▼
田
中
本
家
博
物
館　

内　

容　

▼
試
飲
▼
利
き
酒
▼
物

産
の
販
売　

な
ど

問
合
せ　

蔵
の
ま
ち
観
光
交
流
セ

ン
タ
ー

（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
６
８
６
７
）

と　

き　

▼
４
月
１
日
㈰
▼
８
日

㈰
▼
15
日
㈰
▼
22
日
㈰

受　

付　

午
前
７
時
45
分
～
８
時

受
付
場
所　

臥
竜
公
園
管
理
事
務

所
横
（
受
付
終
了
後
、
各
自
の
ペ
ー

ス
で
ゴ
ミ
拾
い
を
し
て
く
だ
さ
い
）

持
ち
物　

▼
軍
手
▼
ご
み
入
れ
用

の
ビ
ニ
ー
ル
袋
（
２
枚
）　

な
ど

問
合
せ　

臥
竜
公
園
管
理
事
務
所

（
☎
０
２
６
‐
２
４
５
‐
１
７
７
０
）

■
花
も
だ
ん
ご
も
蔵
開
き

　

お
花
見
な
ど
で
臥
竜
公
園
の
駐

車
場
な
ど
を
利
用
す
る
皆
さ
ん
に
、

次
の
と
お
り
協
力

金
の
ご
負
担
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
協
力
金
を
お
願
い
す
る
期
間
】

　

桜
の
開
花
期
間
中
の
毎
日
午
前

７
時
～
午
後
９
時
30
分

【
駐
車
場
と
料
金
】

　

下
の
表
と
略
図
を
参
考
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
に
よ
る
幻
想
的

な
夜
桜
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

と　

き　

桜
の
見
頃
期
間
中
の
毎

日
午
後
６
時
～
10
時

と
こ
ろ　

臥
竜
公
園
竜
ヶ
池
周
辺

※
桜
の
見
頃
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
上
段
参
照
）で
ご
確
認
い
た
だ
く

か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

臥竜公園西口

臥竜公園北口

無料（土・日曜日のみ）

無料（施設利用者優先）

百々川緑地小山口

アートパーク

創造の家

臥竜公園南口

野球場西駐車場

看護専門学校東側
臨時駐車場
（大型バス優先）

百々川緑地中央

県民須坂運動広場（ぬ
かるんでいる場合閉鎖）

市役所庁舎前（第２・
第３駐車場も可）

ＪＡながの須坂支
所職員駐車場

無料（身体障がい者専用）

2,000円（バス)
500円（一部普通車も可）

500円（普通車など）

500円（普通車など)

500円（普通車など)

500円（普通車など）
※14日、15日、21日、22日のみ

無料（施設利用者優先）

無料

無料（土・日曜日のみ）

500円（普通車など）P1

P3

P4

P5

P6

P7

㋐

駐車場名 協力金

㋑

㋒

㋓

㋔

㋕

【さくらまつり期間中の駐車場】

P1

P3

P6

P5

P4 ㋐ ㋑

㋒

㋓

㋔

小山
小学校

竜ヶ池

動物園

臥竜山

創
造
の
家

看護専門
学校

百々川

野球場

テニス
コート

臥竜橋

高甫橋

北
信
濃
く
だ
も
の
街
道

無料

有料

県民須坂
運動広場

関
連
イ
ベ
ン
ト

■
臥
竜
公
園
さ
く
ら
ま
つ
り

　
ゴ
ミ
拾
い
た
い
！

駐
車
場
協
力
金
の
お
願
い

夜
桜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

P7

㋕

　さくらまつり期間中

は「さくらまつり熱気

球体験」などのイベン

トもあります。

　詳細は、市観光協会

（☎026‐215‐2225）へお

問い合わせください。

桜の開花情報（ホームページ）

http://www.suzaka-kanko
kyokai.jp/midokoro/saku
ramatsuri.php
※右のＱＲコー
　ドからも接続
　できます。
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市長の

いきいき
　　通信

イ
ベ
ン
ト
の
多
い
須
坂
市

 

市
外
の
方
か
ら
、「
須
坂
市
は
イ
ベ
ン
ト
が
多
い
で
す
ね
」と
よ
く

言
わ
れ
ま
す
。
確
か
に
、
引
き
続
き
開
催
し
て
い
る
「
三
十
段
飾

り　

千
体
の
雛
祭
り
」
や
臥
竜
公
園
さ
く
ら
ま
つ
り
（
熱
気
球
体

験
を
含
む
）
、
「
観
桜
会
＆
ひ
ん
の
べ
ま
つ
り
in
豊
丘
」
な
ど
の
豊

丘
五
大
桜
関
連
イ
ベ
ン
ト
、
春
を
告
げ
る
各
種
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

花
も
だ
ん
ご
も
蔵
開
き
、
動
物
園
イ
ベ
ン
ト
、
「
五
月
人
形
菖
蒲

の
節
句
」な
ど
が
目
白
押
し
で
す
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
「
百
々
川
に

泳
ぐ
１
０
０
匹
の
鯉
の
ぼ
り
」
や
各
町
の
祭
り
な
ど
、
各
地
域
で

も
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

市
や
観
光
協
会
な
ど
公
的
機
関
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り

ま
す
が
、
民
間
や
地
域
が
主
体
と
な
っ
て
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
が

多
い
こ
と
も
須
坂
市
の
特
色
で
す
。
さ
ら
に
、
公
的
機
関
が
主
催

す
る
イ
ベ
ン
ト
で
も
市
民
の
方
の
協
力
を
得
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

は
、
民
間
力
、
地
域
力
が
高
い
と
い
う
証
で
も
あ
り
、
人
々
の
関

係
が
薄
く
な
っ
て
い
る
世
相
に
お
い
て
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
維
持
、存
続
、発
展
す
る
役
目
も
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
や
雑
誌
な
ど
で
、
須
坂
市
内
の
飲
食
店
や
「
わ
ざ
わ
ざ

店
等
開
設
支
援
事
業
補
助
金
」
を
利
用
し
て
開
店
し
た
こ
だ
わ
り

の
お
店
が
よ
く
紹
介
さ
れ
ま
す
。
あ
る
市
民
の
方
が
「
久
し
ぶ
り

に
市
街
地
を
歩
い
て
み
た
ら
魅
力
的
な
お
店
が
多
く
て
驚
い
た
」
、

ま
た
、
県
外
の
観
光
客
の
方
は
「
須
坂
は
、
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
回

る
所
で
す
ね
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

須
坂
で
地
産
地
消
（
賞
、
商
）を
し
ま
せ
ん
か
。

▼
市
長
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「
虹
の
ほ
ほ
え
メ
ー
ル
」を
毎
週
木
曜
日
に

お
届
け
し
ま
す
。
登
録
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
c
i
t
y
.
s
u
z
a
k
a
.
n
a
g
a
n
o
.
j
p
/
c
o
n
t
e
n
t
s
/
m
e
l
m
a
g
a
/

問合せ　政策推進課（☎026‐248‐9017）

少子化対策

結婚に伴う住居費・引越費を
補助します

　

市
で
は
、
左
記
の
交
付
条
件
な

ど
を
満
た
し
た
方
を
対
象
に
、
結

婚
に
伴
う
新
生
活
を
支
援
す
る
た

め
、
国
の
「
地
域
少
子
化
対
策
重

点
推
進
交
付
金
」
を
活
用
し
て
補

助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

結
婚
新
生
活
支
援
事
業
補
助

金
の
概
要

交
付
条
件
・
申
請
な
ど

注
意
事
項
・
申
請

対
象
経
費　

▼
住
居
の
購
入
費
お
よ
び
住
居
の

　

賃
料
（
敷
金
、
礼
金
、
共
益
費

　

な
ど
を
含
む
）

▼
引
越
業
者
ま
た
は
運
送
業
者
へ

　

の
支
払
い
そ
の
他
の
引
っ
越
し

　

に
係
る
実
費

経
費
の
対
象
期
間　

平
成
30
年
１

月
１
日
～
31
年
３
月
15
日

補
助
額　

10
分
の
10
以
内
の
額

（
限
度
額
は
30
万
円
）

対
象
世
帯　

平
成
30
年
１
月
１
日

～
31
年
３
月
15
日
に
婚
姻
届
を
提

出
し
、
受
理
さ
れ
た
夫
婦

交
付
条
件　

次
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
こ
と
。

▼
夫
婦
と
も
に
須
坂
市
に
住
所
が

　

あ
る
こ
と

▼
対
象
住
居
が
須
坂
市
に
あ
る
こ
と

▼
夫
婦
と
も
に
婚
姻
日
に
お
け
る

　

年
齢
が
34
歳
以
下
で
あ
る
こ
と

▼
夫
婦
の
所
得
が
３
４
０
万
円
未

　

満
で
あ
る
こ
と

（※）

▼
生
活
保
護
に
よ
る
住
宅
扶
助
そ

　

の
他
の
公
的
制
度
に
よ
る
家
賃

　

補
助
な
ど
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

▼
申
請
者
お
よ
び
配
偶
者
が
市
税

　

を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

▼
暴
力
団
員
ま
た
は
暴
力
団
と
密

　

接
に
関
係
し
て
い
な
い
こ
と

（※）
夫
婦
の
所
得
は
、前
年
の
所
得
証

明
書
な
ど
を
も
と
に
確
認
し
ま
す
。

（※）
貸
与
型
奨
学
金
を
返
済
し
て
い

る
場
合
は
、
年
間
返
済
額
を
所
得

か
ら
差
し
引
き
ま
す
。

（※）
離
職
し
、
申
請
時
に
無
職
の
方

は
、
所
得
な
し
で
算
出
し
ま
す
。

注
意
事
項

▼
交
付
条
件
に
つ
い
て
は
、
主
な

　

条
件
の
み
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

▼
予
算
の
範
囲
内
で
の
補
助
金
交

　

付
と
な
る
た
め
、
先
着
順
に
な

　

り
ま
す
。

申
請
方
法　

申
請
書
と
関
係
書
類

を
政
策
推
進
課
に
提
出

申
請
期
限　

平
成
31
年
３
月
15
日

　

ご
不
明
な
点
が
あ

る
場
合
は
、
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。



平成30年４月号 ・20・

①
湯
っ
蔵
ん
ど
入
浴
券（
ペ
ア
）

　 

…
…
５
人

湯
っ
蔵
ん
ど
提
供

■
今
月
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

②
須
坂
温
泉
入
浴
券（
ペ
ア
）

 

…
…
５
人

㈱
古
城
荘
提
供

※
お
便
り
の
掲
載
と
ク
イ
ズ
の
当

選
は
別
に
な
り
ま
す
。
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

ー問題ー ③
世
界
の
民
俗
人
形
博
物
館
・
須
坂

版
画
美
術
館
入
館
券（
ペ
ア
）…
５
人

須
坂
市
文
化
振
興
事
業
団
提
供

ヒ
ン
ト
…
28
ペ
ー
ジ

～３月に届いたお手紙から～

お便り紹介コーナーお便り紹介コーナーお便り紹介コーナー

382-8511

須
坂
市
役
所

 

政
策
推
進
課

 

「
み
ん
な
の
広
場
」
係
行

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
・
ク
イ
ズ
の
答
え
・
希
望
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
番
号
・
ご
意
見

切手

●郵送

●
応
募
方
法

　

ク
イ
ズ
の
答
え
と
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
希
望
す
る
プ
レ
ゼ

ン
ト
の
番
号
、
と
っ
て
お
き
の
話
や
日

頃
感
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
何
か
一
言

ご
意
見
を
必
ず
書
き
添
え
て
、
左
の
あ

て
先
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

Ｅ
メ
ー
ル
可
）
。

※
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
紙
面
で
紹
介

し
ま
す
。
紹
介
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
。
字
数

な
ど
の
都
合
で
内
容
を
調
整
し
掲
載
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
応
募
締
切　

４
月
16
日
㈪
必
着

※
当
選
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
発
送
を
も
っ

　

て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
２
６
‐
２
４
６
‐
０
７
５
０

●
Ｅ
メ
ー
ル　

i
n
f
o
@
c
i
t
y
.
s
u
z
a
k
a
.

n
a
g
a
n
o
.
j
p

市

ズ

イ

ク

報

出
会
い
に
感
謝

　
病
気
で
入
院
し
た
時
、
今
ま
で

の
人
生
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　
仲
間
や
上
司
、
多
く
の
人
と
の

出
会
い
や
出
来
事
、
そ
し
て
、
自
分

の
弱
さ
と
人
の
優
し
さ
に
初
め
て

気
付
か
さ
れ
、
感
謝
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。

　
　
　
　
　（
小
山
さ
ん
　
51
歳
）

●
自
分
の
弱
さ
を
知
る
こ
と
、
な

か
な
か
で
き
る
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
人
に
感
謝
す
る
こ
と

は
と
て
も
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。

春
の
訪
れ

　
一
雨
ご
と
に
春
が
近
づ
い
て
来

ま
す
。

　
草
木
は
忙
し
く
芽
を
出
し
、
私

た
ち
に
希
望
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　（
及
川
さ
ん
　
77
歳
）

●
草
木
が
芽
を
出
し
始
め
、
春
の

訪
れ
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
毎
年

の
事
で
す
が
、
と
て
も
す
て
き
な

こ
と
で
す
ね
。

広
報
須
坂
の
表
紙

　
広
報
須
坂
の
表
紙
が
変
わ
り
５

カ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
表
紙
が
変

わ
っ
た
時
は
驚
き
ま
し
た
が
、
今

に
な
る
と
現
代
風
で
落
ち
着
き
が

あ
り
、
良
い
表
紙
だ
と
思
い
ま
す
。

（
ペ
ン
ネ
ー
ム

　
　
　 

 

　
　
山
さ
ん

　
81
歳
）

●
私
た
ち
編
集
者
に
と
っ
て
大
変

励
み
に
な
る
貴
重
な
意
見
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

笑
顔
を
届
け
て
い
き
ま
す
。

住
め
ば
都

　

札
幌
か
ら
須
坂
へ
引
っ
越
し
て

来
て
、
早
５
カ
月
。

　
引
っ
越
し
て
来
た
当
初
は
、
何

も
な
い
と
こ
ろ
だ
と
感
じ
て
い
ま

し
た
が
、
人
の
優
し
さ
や
飲
食
店

の
ほ
っ
こ
り
し
た
雰
囲
気
、
お
い

し
い
料
理
な
ど
。
住
め
ば
都
と
い

い
ま
す
が
、
本
当
で
す
ね
。
広
報

須
坂
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。
　

（
ペ
ン
ネ
ー
ム

　
　
　
　
　
な
つ
さ
ん
　
27
歳
）

●
人
の
優
し
さ
は
、
昔
か
ら
須
坂

の
人
々
が
築
い
て
き
た
素
敵
な
文

化
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
須
坂

の
良
さ
を
外
か
ら
来
た
方
か
ら
気

付
か
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
広
報
須
坂
を
頑
張
っ

て
作
っ
て
い
き
ま
す
。

親
孝
行

　

赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
、
新
米
マ

マ
と
し
て
毎
日
奮
闘
中
で
す
。
周

り
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
今
し
か

な
い
時
間
を
楽
し
く
過
ご
し
て
い

ま
す
。

　
そ
し
て
、
私
を
育
て
て
く
れ
た

両
親
へ
改
め
て
感
謝
し
、
親
孝
行

を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

（
ペ
ン
ネ
ー
ム

　
　
あ
ん
バ
タ
ー
さ
ん

　
34
歳
）

●
子
を
育
て
す
る
こ
と
で
、
親
の

あ
り
が
た
み
を
と
て
も
感
じ
ま
す
。

感
謝
す
る
こ
と
は
、
す
で
に
親
孝

行
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
よ
。

須
坂
を
探
索

　

２
月
に
島
根
県
か
ら
須
坂
に
来

ま
し
た
。
寒
さ
は
覚
悟
し
て
い
ま

し
た
が
、
「
乾
燥
」
と「
坂
道
」
に
は

驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　
で
も
、
須
坂
の
お
い
し
い
物
や

癒
や
し
地
を
求
め
て
探
索
し
た
い

と
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

　
　
　
　
　
（
勝
部
さ
ん
　
57
歳
）

●
須
坂
の
お
い
し
い
物
や
癒
や
し

地
が
見
つ
か
り
ま
し
た
ら
、
そ
っ

と
教
え
て
く
だ
さ
い
。

振
り
込
め
メ
ー
ル

　
携
帯
電
話
に
メ
ー
ル
が
届
き
ま

し
た
。「
名
前
の
記
載
が
な
く
」
友

人
に
な
り
す
ま
し
た
文
章
で
し
た
。

　
相
談
し
た
ら
、
振
り
込
め
詐
欺

の
メ
ー
ル
で
し
た
。
皆
さ
ん
も
気

を
付
け
ま
し
ょ
う
。

（
ペ
ン
ネ
ー
ム

　
　
桜
を
待
つ
母
さ
ん

　
78
歳
）

●
振
り
込
め
詐
欺
は
後
を
絶
ち
ま

せ
ん
。
い
つ
も
と
様
子
の
違
う
連

絡
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
必
ず

誰
か
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
詐
欺

に
遭
っ
て
か
ら
で
は
遅
い
で
す
。

ワ
カ
サ
ギ
釣
り

　
ワ
カ
サ
ギ
釣
り
に
行
き
、
今
年

で
20
年
に
な
り
ま
す
。

　
家
族
４
人
で
６
１
８
尾
を
釣
り

上
げ
、
今
ま
で
で
２
番
目
の
収
穫

量
で
し
た
。
唐
揚
げ
や
煮
付
け
、

お
す
そ
分
け
を
し
ま
し
た
。

　
ワ
カ
サ
ギ
釣
り
は
冬
の
楽
し
み

の
行
事
で
す
。

（
ペ
ン
ネ
ー
ム

　
　
　
キ
ュ
ー
イ
さ
ん
　
47
歳
）

●
６
１
８
尾
よ
り
多
く
釣
り
上
げ

た
こ
と
が
あ
る
と
は
、

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

ウ
サ
ギ

「
〇
〇
ジ
ー
」

動
物
園
の
代
表
動
物

④
須
坂
市
動
物
園
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト

　（
ペ
ア
）　

　
　
　
　
…
…
５
人

須
坂
市
動
物
園
提
供



・21・

保
健
セ
ン
タ
ー
健
康
相
談

　

身
体
や
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
・

血
圧
や
体
脂
肪
測
定
な
ど
も
行
っ

て
い
ま
す
。

☎
２
４
８
‐
９
０
２
３

午
前
９
時
～
午
後
４
時

（
土
・
日
曜
、祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）

妊
娠
・
子
育
て
な
ん
で
も
相
談

「
お
ひ
さ
ま
」

☎
２
１
３
‐
６
４
０
０

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

（
土
・
日
曜
、祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）

悩
み
無
料
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
８
０
０
‐
８
０
０
‐
７
２
２
３

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

（
土
・
日
曜
、祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）

センターに遊びに

くるお友達を紹介

金
かなもり

森巧
た く ま

馬くん

好きな食べ物
…納豆

各
種
健
康
相
談

市外局番…（026）

ビューティフルネームビューティフルネームビューティフルネーム

　このコーナーに登場してくれるお子さんを募集しています。
掲載を希望される方はお気軽に政策推進課へ（☎248-9017）

　音楽を奏でるように優雅に、自由に世界を羽ばたいて

ほしいという願いを込めて名付けました。

　生まれた時から食欲旺盛で元気いっぱい。1 歳を過ぎ

た今ではさらに食欲旺盛で、ご飯茶碗１杯を平気で食べ

ちゃいます。やんちゃが過ぎる時もあるけれど、これか

らも自由にのびのびと成長してほしいです。

お父さん…徳一さん／お母さん…美由紀さん

森
も り い

井 奏
か な は

羽 ちゃん

（１歳４か月）

◎
三
木
市
長
が
Ｆ
Ｍ
ぜ
ん
こ
う
じ
（
76
・
５
Ｆ
Ｍ
）
の
番
組
「
健
康
長
寿
発
信
都
市
須
坂
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
か
ら
」
に
出
演
し
ま
す
。　

放
送
日
時　

４
月
４
日
㈬
午
後
０
時
15
分
～
０
時
45
分

平成30年４月号

広報テレビ番組

「“共創”皆でつくろう元気な須坂」

 (須高ケーブルテレビ）

　市が行っている事業などの紹介の

ほか、市内で活躍している方や市内

69町の自慢や特徴などを紹介する番

組です。

　次回の放送は５月の予定です。放

送日や内容など詳細は５月号でお知

らせします。お楽しみに♪

　「“共創”皆でつくろう元気なすざか」

の過去の放送分は、市ホームページ「す

ざか映像館」でご覧いただけます。

　また、平成25年度～平成29年度の放

送分（ＤＶＤ）は、図書館で

貸し出しています。

※印は母親クラブ共催行事

児童センターで遊ぼう！

11日㈬ 16:00～ センターで遊ぼう①

18日㈬ 16:00～ センターで遊ぼう②

25日㈬ 16：00～ 避難訓練とおやつ作り

児
童

幼
児
・
親
子

児
童

10日㈫ 14:30～ 一輪車教室（１年生対象）

18日㈬ 16:00～ センターであそぼう！

25日㈬ 16：00～ 避難訓練①

18日㈬ 11:00～ センターであそぼう

25日㈬ 11:00～ お花見散歩

児
童

児
童

幼
児
・
親
子

幼
児
・
親
子

　馬場町 ☎245-5010/245-6588中央児童センター

北旭ヶ丘町 ☎/248-8381北部児童センター

屋部町 ☎/248-2330南部児童センター

高橋町 ☎/246-0079東部児童センター

６日㈮ 14:30～ 一輪車教室（１年生対象）

11日㈬ 16:00～ センターであそぼう！

18日㈬ 16:00～ 一輪車教室（高学年模範演技）

25日㈬ 16:00～ 避難訓練（火災）

18日㈬ 11:00～ センターで遊ぼう！

25日㈬ 10:30～ 簡単おやつ作りで顔合わせ

18日㈬ 10:45～ はじめましての会※

25日㈬ 10:30～ お団子作り

11日㈬ 16:00～ センターであそぼう

18日㈬ 14:15～ 一輪車教室（初心者）

25日㈬ 16：00～ 避難訓練

※印は母親クラブ共催行事子育て支援センターだより
★集まりの日（11:00～）

　11日㈬　はじめましての会

　　　　　…お友だちの名前を知ったり、

　　　　　　一緒に遊びましょう

　18日㈬　お花見おにぎり会

　　　　　…子育て支援センターの桜を見

　　　　　　ながらおにぎりを食べましょ

　　　　　　う（持ち物…カラの弁当箱、

　　　　　　水かお茶を入れた水筒）　

　25日㈬　リズム遊びをしよう

　　　　　…体操をしたり、音楽に合わせ

　　　　　　て体を動かしましょう

問合せ　子育て支援センター（中央児童センター内）

　　　　☎/２４５‐６５８８

★子育て支援センターの開放…月曜日～土曜日10:00～18:00

★子育て相談（11:00～）

　９日㈪　家庭児童相談員による子育て相談

　16日㈪　管理栄養士による食育相談

★南部・東部・北部の児童センターも開放しています

　▼月曜日～金曜日10：00～12：00▼土曜日は午後も利用でき

　　ます。詳しくは各児童センターへお問い合わせください。

　▼水曜日は「集まりの日」です。



平成30年４月号 ・22・

中心市街地から「須坂の元気」を発信
蔵のまち春まつり2018

　須坂に春の訪れをつげるイベント「信州

須坂蔵の町春まつり2018」（実行委員会主催）

が市道銀座通り線などで開催されました。

　プロレスやみこし、ダンスなどのイベン

トのほか、飲食店など約70の出店が並び、

推定８千人の来場者でにぎわいました。市

内の30代男性は「楽しくて、おいしいイベ

ントですね」と話していました。〔３月18日〕

まちの出来事

地域の行事や市政など、まちの

さまざまな話題をお伝えします。

須坂の魅力を楽しむ２日間
ウオーキングで町並み散策

　「第12回信州須坂・シルクと蔵のまちツー

デーウオーキング」が開催され、県内外か

ら２日間で約450人が参加しました。

　参加者は、４つのコース（13㎞から23㎞）

をそれぞれのペースでウオーキングしなが

ら須坂の街並みを散策しました。市外から

参加した50代女性は「天気も良く景色が最

高」と話していました。　　　　〔３月17日〕

▲信州プロレスリングによる催し▲青龍神
み こ し

輿の練り歩き



平成30年４月号・23・

●まちの出来事

長野県産ワインを楽しむ

　ワインフェア須坂2018がシルキーホー

ルで開催され、多くの人でにぎわいまし

た。同僚と訪れた須坂市出身の女性は「ワ

インがおいしい。昨年も訪れ、楽しみに

しているイベントの一つです」と話して

いました。　　　 　　　　　〔３月３日〕

食事と運動で健康な身体をつくろう！

　信州須坂健康スムージー推進協議会は、

テレビCMなどで話題の「R
ラ イ ザ ッ プ

IZAP」による健康

セミナーと、須坂市産のくだものや野菜

を使用する健康スムージーの紹介・試飲

をしていただくイベントを開催。多くの

参加者に健康意識を高めていただく機会

となりました。　　　　　　〔３月４日〕

　中高生と赤ちゃんのふれあい交流会　

　子育て支援センターで中高生と赤ちゃ

んのふれあい交流会を開催。親子19組と

中高生19人が参加し、妊娠から育児など

実体験を聞き、赤ちゃんとふれあいまし

た。創成高校２年生は「赤ちゃんがとても

かわいい」と話していました。〔３月22日〕

懐かしくて新しい紙芝居
信州須坂紙芝居のさとまつり

　最後の絵元、故・塩崎源一郎さん（九反田出身）が

紙芝居を須坂に寄贈。補助金を活用してレプリカ

を完成させ、信州須坂紙芝居のさとプロジェクト

が、信州須坂紙芝居のさとまつりを旧上高井郡役

所で開催し、約200人が紙芝居を楽しみました。　

　須坂高校英語部は、「須坂の名馬井上黒」を日本

語と英語で上演し、高校２年生の部長は「他団体の

上演が素晴らしかった。もっと上手に演じられる

ようになりたい」と話していました。　〔３月10日〕

　平成29年度の表彰式を行いました。期間中に規

定の冊数を読んで殿堂級に認定された児童とその

保護者278人を表彰しました。毎年たくさんの児童

が参加され、たくさんの本を読んでいます。子ど

もたちの読書する姿に学び、家庭でも大人も一緒

に本を読む時間を作りましょう。　　 〔３月12日〕

たくさん本を読みました
すざか子ども読書ちゃれんじ　表彰式



市外局番…（026）

平成30年４月号 ・24・

広
告
欄

広
告
の
問
い
合
わ
せ
は
㈱
ホ
ー
プ
長
野
営

業
所
へ（
☎
０
５
０
‐
５
８
３
８
‐
２
３
４
４
）

お 

知 

ら 

せ

須坂市役所　代表０２６－２４５－１４００
〒382‐8511　須坂市大字須坂1528‐１
ｅメール info@city.suzaka.nagano.jp
ホームページ　http://www.city.suzaka.nagano.jp/
市役所の業務時間　　平日の午前8時30分～午後5時15分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　(土・日曜日、祝日、年末年始を除く)

須坂市役所　代表☎２４５‐１４００
〒382‐8511　須坂市大字須坂1528‐１
Eメール info@city.suzaka.nagano.jp
ホームページ　http://www.city.suzaka.nagano.jp/
市役所の業務時間　　平日の午前8時30分～午後5時15分
　　　　　　　　　　(土・日曜日、祝日、12月29日～1月3日を除く)

４ 月４月４月情報ファイル情報ファイル情報ファイル

対　

象　

▼
介
護
保
険
の
要
介
護

認
定
を
受
け
て
い
る
方
▼
身
体
障

害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
る
方

※
在
宅
介
護
で
、
お
む
つ
を
使
用

し
て
い
る
方
に
限
り
ま
す
。

枚　

数　

上
限
50
枚

※
４
月
に
申
請
す
る
と
50
枚
、
以

降
、
毎
月
４
枚
ず
つ
減
り
ま
す
。

申
請
方
法　

対
象
者
で
あ
る
こ
と

を
証
明
で
き
る
も
の
（
介
護
保
険

証
・
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
）
と

は
ん
こ
を
持
っ
て
、
生
活
環
境
課

（
窓
口
７
番
・
本
庁
舎
１
階
）で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
合
せ　

生
活
環
境
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
９
）

●
介
護
な
ど
で
紙
お
む
つ
を
使

　
用
し
て
い
る
方
へ
可
燃
ご
み

　
指
定
袋
を
補
助
し
ま
す

●
春
の
特
別
火
災
予
防
運
動

　

火
災
の
原
因
は
、
人
の
不
注
意

な
ど
に
よ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で

す
。
火
災
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

期　

間　

４
月
17
日
㈫
～
23
日
㈪

問
合
せ　

消
防
本
部
予
防
課

（
☎
２
４
５
‐
４
２
０
０
）

【
消
防
訓
練
】

　

「
春
の
特
別
火
災
予
防
運
動
」
に

あ
わ
せ
て
、消
防
本
部
と
消
防
団
の

合
同
に
よ
る
消
防
訓
練
を
行
い
ま
す
。

と　

き　

４
月
22
日
㈰
午
前
８
時

～
９
時

と
こ
ろ　

浄
運
寺
周
辺
（
井
上
町
）

問
合
せ　

消
防
本
部
警
防
課

（
☎
２
４
５
‐
４
９
０
０
）

●
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
４
月
６
日
㈮
～
15
日
㈰

　
「
思
い
や
り

　
乗
せ
て

　 

信
濃
路
　
咲
く
笑
顔
」

▼
横
断
歩
道
で
は
ス
ピ
ー
ド
を
落

●
多
世
帯
同
居
・
近
居
支
援
事
業

　

住
宅
の
改
修
・
建
築
・
購
入
費

用
の
補
助
を
し
ま
す
。

対　

象　

市
内
に
居
住
す
る
直
系

親
族
と
同
居
・
近
居
す
る
た
め
に

市
外
か
ら
転
入
す
る
方

補
助
額　

上
限
50
万
円

交
付
条
件　

▼
市
内
の
事
業
者
に

よ
る
工
事
施
工
で
あ
る
こ
と
▼
平

成
31
年
３
月
末
ま
で
に
入
居
で
き

る
こ
と　

な
ど

●
『
須
坂
市
く
ら
し
と
防
災
ガ

　
イ
ド
ブ
ッ
ク
』を
配
布
し
ま
す

　

『
須
坂
市
く
ら
し
と
防
災
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
』
は
、
市
と
㈱
ゼ
ン
リ

ン
が
協
働
発
行
す
る
冊
子
で
す
。

行
政
サ
ー
ビ
ス
や
公
共
施
設
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。

配
布
時
期　

４
月
10
日
頃
～
５
月

上
旬

※
㈱
ゼ
ン
リ
ン
で
各
家
庭
に
お
届

け
し
ま
す
（
配
布
数
は
一
世
帯
に

つ
き
一
冊
）。

●
長
野
☆
ガ
ロ
ン
ズ
の
結
果

　

須
坂
市
を
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
す

る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
「
長
野

と
し
、
歩
行
者
が
い
た
ら
必
ず
停

止
す
る
な
ど
、
「
思
い
や
り
運
転
」

に
努
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
人
も

車
も
し
っ
か
り
と
安
全
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

▼
道
路
を
歩
行
中
や
横
断
中
の
事

故
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に

夜
間
は
夜
光
反
射
材
を
着
用
し
、

ド
ラ
イ
バ
ー
に
自
分
の
存
在
を
知

ら
せ
ま
し
ょ
う
。

▼
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
着
用
で
助
か
る
命
が
あ

り
ま
す
。
す
べ
て
の
座
席
で
正
し

く
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

▼
自
転
車
も
車
両
の
仲
間
で
す
。

信
号
や
一
時
停
止
な
ど
、
交
通
ル

ー
ル
を
守
っ
て
安
全
に
運
転
し
ま

し
ょ
う
。

問
合
せ　

市
民
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
２
）

申
請
期
間　

４
月
２
日
㈪
～
20
日

㈮※
申
請
を
希
望
す
る
方
は
、
事
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
合
せ　

ま
ち
づ
く
り
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
７
）

問
合
せ　

▼
配
布
に
関
す
る
こ
と

…
㈱
ゼ
ン
リ
ン
長
野
営
業
所（
☎

２
６
３
‐
３
７
５
５
）
▼
内
容
に
関

す
る
こ
と
…
政
策
推
進
課
（
☎
２

４
８
‐
９
０
１
７
）



平成30年４月号・25・

市外局番…（026）

◎
平
成
28
年
熊
本
地
震
災
害
義
援
金
を
平
成
31
年
３
月
31
日
㈰
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。　

問
合
せ　

福
祉
課
（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
３
）

 

●
農
作
業
中
の
事
故
と
農
薬
散

　
布
に
ご
注
意
を

【
農
作
業
中
の
事
故
に
ご
注
意
を
】

　

毎
年
、
全
国
で
約
４
０
０
件
も

●
道
路
に
は
み
出
し
た
枝
は

　
切
っ
て
く
だ
さ
い

●
来
年
度
か
ら
市
税
等
納
付
計

　
画
表
は
希
望
者
の
み
の
配
布

　
と
な
り
ま
す

●
償
却
資
産
に
係
る
固
定
資
産 

　
税
の
課
税
標
準
額
の
特
例

　

道
路
や
歩
道
に
、
住
宅
の
樹
木

や
垣
根
、
リ
ン
ゴ
や
モ
モ
な
ど
の

果
樹
の
枝
が
は
み
出
す
と
、
自
動

車
や
歩
行
者
の
通
行
の
妨
げ
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
は
み
出
し
た
枝

　

毎
年
広
報
須
坂
４
月
号
と
と
も

に
、
市
税
等
納
付
計
画
表
を
全
戸

配
布
し
て
き
ま
し
た
が
、
来
年
度

か
ら
希
望
者
の
み
の
配
布
と
な
り

ま
す
。

配
布
先　

▼
税
務
課
▼
中
央
公
民

館
▼
各
地
域
公
民
館

問
合
せ　

税
務
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
１
）

　

市
で
は
、
生
産
性
向
上
特
別
措

置
法
案
に
基
づ
き
、
中
小
企
業
者

な
ど
が
作
成
す
る
「
先
端
設
備
等

導
入
計
画
」
を
市
に
申
請
し
認
定

さ
れ
た
方
は
、
２
０
１
８
年
度
～

２
０
２
０
年
度
に
中
小
企
業
者
な

ど
が
設
備
投
資
し
た
償
却
資
産（
も

の
づ
く
り
・
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
経
営

力
向
上
支
援
補
助
金
で
取
得
し
た

設
備
な
ど
含
む
）
に
係
る
固
定
資

産
税
の
課
税
標
準
額
を
、
最
初
の

３
年
間
ゼ
ロ
に
す
る
予
定
で
す
。

　

対
象
設
備
な
ど
の
詳
細
が
決
ま

り
し
だ
い
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ　

産
業
連
携
開
発
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
３
３
）

が
原
因
で
見
通
し
が
悪
く
な
っ
た

り
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
や
道
路
標
識

が
見
え
に
く
く
な
る
こ
と
も
あ
り
、

た
い
へ
ん
危
険
で
す
。

　

道
路
や
歩
道
に
は
み
出
し
た
枝

は
、
せ
ん
定
や
刈
り
込
み
を
す
る

な
ど
、
み
ん
な
が
安
全
に
通
行
し

や
す
い
道
路
環
境
づ
く
り
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

道
路
河
川
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
６
）

●
須
坂
市
可
燃
ご
み
指
定
袋（
小
）

　
の
一
部
に
証
紙（
手
数
料
）代
金

　
の
印
刷
誤
り
が
あ
り
ま
し
た

　

製
造
業
者
が
誤
っ
て
、
可
燃
ご

み
指
定
袋
（
小
）
の
証
紙
（
手
数
料
）

代
金
を
、
本
来
「
15
円
」を
「
30
円
」

と
印
刷
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

外
袋
の
販
売
用
バ
ー
コ
ー
ド
に

誤
り
が
な
い
た
め
、
価
格
に
影
響

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
既
に
購

入
さ
れ
た
方
は
そ
の
ま
ま
指
定
袋

（
小
）と
し
て
使
用
で
き
ま
す
。

問
合
せ　

生
活
環
境
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
９
）

●
金
婚
寿
詞
贈
呈
事
業
を
廃
止

　
し
ま
す

　

平
成
22
年
の
事
業
仕
分
け
の
結

●『
広
報
須
坂
合
冊
版
』第
18
集

　
を
販
売
し
て
い
ま
す

　

平
成
28
年
１
月
号
～
29
年
12
月

号
を
一
冊
に
ま
と
め
た
『
広
報
須

坂
合
冊
版
』
第
18
集
を
販
売
し
て

い
ま
す
。

価　

格　

２
１
０
０
円

販
売
場
所　

政
策
推
進
課
（
本
庁

舎
２
階
）

※
過
去
の
『
合
冊
版
』も
販
売
し
て

い
ま
す
。
価
格
や
在
庫
な
ど
、
詳

し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https://

www.city.suzaka.nagano.jp/

c
o
n
t
e
n
t
s
/
i
t
e
m
.
p
h
p
?
i
d
=
5
9
2

7
7
d
0
f
6
c
6
7
9

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

政
策
推
進
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
７
）

の
農
作
業
死
亡
事
故
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

　

事
故
の
多
く
は
、
農
作
業
機
械

使
用
時
の
安
全
確
認
の
不
足
や
操

作
を
誤
っ
た
こ
と
が
原
因
で
す
。

　

互
い
に
声
を
か
け
あ
い
、
農
作

業
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

【
農
薬
の
散
布
に
ご
注
意
を
】

　

農
薬
散
布
が
行
わ
れ
る
時
期
に

な
り
ま
し
た
。

　

農
薬
の
散
布
は
病
害
虫
防
除
の

た
め
に
重
要
な
作
業
で
す
が
、
宅

地
に
隣
接
し
て
い
る
畑
で
は
、
あ

ら
か
じ
め
周
辺
の
皆
さ
ん
へ
連
絡

す
る
こ
と
や
通
勤
・
通
学
中
の
時

間
帯
を
避
け
る
、
歩
行
者
や
通
過

車
両
へ
の
飛
散
に
配
慮
す
る
な
ど
、

ト
ラ
ブ
ル
防
止
に
心
が
け
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
農
薬
の
使
用
や
安
全
性

に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
薬
剤
の
調
合
や
散
布
器
具
の

洗
浄
時
は
、
廃
液
な
ど
が
河
川
な

ど
に
流
入
し
な
い
よ
う
細
心
の
注

意
を
払
い
、
農
薬
の
適
正
な
使
用
・

管
理
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

【
鳥
獣
害
防
止
用
「
爆
音
機
」
使
用 

 

時
の
お
願
い
】

　

ス
ズ
メ
・
カ
ラ
ス
・
シ
カ
な
ど

野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
防

止
の
た
め
、
設
置
さ
れ
る
爆
音
機

の
爆
発
音
に
関
し
て
、
例
年
、
周

辺
住
民
か
ら
多
く
の
苦
情
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

防
鳥
ネ
ッ
ト
な
ど
爆
音
機
以
外

☆
ガ
ロ
ン
ズ
」
の
Ⅴ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ

リ
ー
グ
Ⅱ
２
０
１
７
／
２
０
１
８

シ
ー
ズ
ン
が
終
了
し
ま
し
た
。
長

野
☆
ガ
ロ
ン
ズ
は
リ
ー
グ
７
位
で

し
た
。
応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

来
シ
ー
ズ
ン
こ
そ
は
昇
格
を
目

指
し
ま
す
。
引
き
続
き
市
民
の
皆

さ
ん
の
応
援
・
サ
ポ
ー
タ
ー
ク
ラ

ブ
へ
の
入
会
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

㈱
信
州
ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン

(

☎
４
０
５
‐
６
５
６
９)

の
対
策
を
す
る
か
、使
用
す
る
時
は

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
住
居
か
ら
直
線
距
離
２
０
０
ｍ

以
内
の
位
置
で
使
用
し
な
い

▼
日
没
か
ら
日
の
出
ま
で
の
間
は

使
用
し
な
い

▼
使
用
期
間
を
最
小
限
と
す
る

▼
で
き
る
限
り
、
爆
音
機
の
間
隔

を
あ
け
て
設
定
す
る

▼
音
量
調
整
に
配
慮
す
る

問
合
せ　

農
林
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
４
）

果
に
基
づ
き
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
・

金
婚
式
を
廃
止
し
た
際
、
当
時
の

須
坂
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
か
ら

の
要
望
に
よ
り
、
平
成
24
年
度
か

ら
金
婚
寿
詞
贈
呈
事
業
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
時
代
の
変
遷
や
そ
れ

ぞ
れ
の
事
情
（
事
故
や
病
気
な
ど
）

で
一
人
で
頑
張
っ
て
い
る
方
、
生

涯
独
身
の
方
な
ど
と
の
公
平
性
か

ら
、
共
催
団
体
の
須
坂
市
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
連
合
会
と
協
議
し
、
今
年

度
か
ら
廃
止
し
ま
す
。

問
合
せ　

高
齢
者
福
祉
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
２
０
）
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広
告
欄

広
告
の
問
い
合
わ
せ
は
㈱
ホ
ー
プ
長
野
営

業
所
へ（
☎
０
５
０
‐
５
８
３
８
‐
２
３
４
４
）

募
　
　
　

集

行

事
・

催

し

　

須
坂
の
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
を
報

道
機
関
な
ど
を
と
お
し
て
市
内
外

に
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

４
月
26
日
㈭
午
後
７
時

30
分
～
９
時
頃

と
こ
ろ　

シ
ル
キ
ー
ホ
ー
ル
（
須

坂
駅
前
ビ
ル
３
階
）

内　

容　

報
道
機
関
の
方
な
ど
と

立
食
し
な
が
ら
懇
談

参
加
費　

３
千
円

対　

象　

自
社
商
品
や
お
店
な
ど

を
Ｐ
Ｒ
し
た
い
市
内
の
企
業
ま
た

は
商
店
主

申
込
期
限　

４
月
13
日
㈮

申
込
・
問
合
せ　

政
策
推
進
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
７
）

　

楽
し
い
子
ど
も
会
に
す
る
た
め

の
研
修
会
で
す
。

　

長
野
都
市
圏
総
合
都
市
交
通
計

画
協
議
会
で
は
、
平
成
28
年
度
に

実
施
し
た
パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調

査
の
結
果
を
踏
ま
え
、「
長
野
都
市

圏
総
合
都
市
交
通
計
画
」
を
作
成

し
、
こ
の
た
び
、
計
画
案
を
取
り

ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
計
画
の
内

容
な
ど
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間　

４
月
16
日
㈪
～
５
月

15
日
㈫

閲
覧
場
所　

▼
ま
ち
づ
く
り
課
▼

長
野
県
都
市
・
ま
ち
づ
く
り
課
▼

須
坂
建
設
事
務
所
整
備
課

※
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(

h
t
t
p
:
/
/
w

w
w
.
p
r
e
f
.
n
a
g
a
n
o
.
l
g
.
j
p
/
t
o
s

h
i
k
e
i
/
i
n
f
r
a
/
t
o
s
h
i
/
k
e
i
k
a
k

u
/
p
t
/
p
t
i
n
d
e
x
.
h
t
m
l
)

で
も
確

認
で
き
ま
す
。

意
見
・
提
案
用
紙
の
提
出
方
法

　

意
見
提
案
は
、
閲
覧
場
所
へ
ご

持
参
い
た
だ
く
か
、
長
野
県
都
市
・

ま
ち
づ
く
り
課
へ
郵
送
、
ま
た
は

電
子
メ
ー
ル
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

※
電
話
や
口
頭
で
の
意
見
は
受
け

付
け
ま
せ
ん
。
ま
た
、
い
た
だ
い

た
意
見
は
、
個
人
情
報
に
関
す
る

部
分
を
除
き
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
表
し
ま
す
。
な
お
、
ご
意
見

●
「
報
道
機
関
等
と
の
懇
談
会
」

　
参
加
者
募
集

●
子
ど
も
会
リ
ー
ダ
ー
養
成

　
研
修
会
参
加
者
募
集

●
長
野
都
市
圏
総
合
都
市
交
通

　
計
画
案
の
意
見
募
集

　

子
ど
も
会
で
役
立
つ
ゲ
ー
ム
や

必
要
な
技
術
を
須
坂
リ
ー
ダ
ー
ズ

ク
ラ
ブ（
広
報
須
坂
３
月
号
15
ペ
ー

ジ
参
照
）の
お
兄
さ
ん
や
お
姉
さ
ん

と
一
緒
に
楽
し
く
学
び
ま
し
ょ
う
。

研
修
日
程　

５
月
13
日
㈰
～
11
月

25
日
㈰
の
全
10
回

各
回
と
も
午
前
９
時
～
午
後
３
時

研
修
内
容　

▼
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
進
め
方
▼
話
し
合
い
の
進
め

方
▼
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
▼
危
険
予

知
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
▼
「
す
ざ
か
子

ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
や
ク
リ

ス
マ
ス
会
の
企
画
・
運
営　

ほ
か

対　

象　

小
学
４
～
６
年
生

申
込
期
限　

４
月
27
日
㈮

申
込
・
問
合
せ　

子
ど
も
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
２
６
）

を
い
た
だ
い
た
方
へ
の
個
別
の
回

答
は
行
い
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

長
野
県
都
市
・
ま
ち
づ

く
り
課
（
☎
２
３
５
‐
７
２
９
７


２
５
２
‐
７
３
１
５
）

〒
３
８
０
‐
８
５
７
０　

長
野
市

南
長
野
字
幅
下
６
９
２
‐
２　

Ｅ
メ
ー
ル　

t
o
s
h
i
-
m
a
c
h
i
@
p
r
e

f
.
n
a
g
a
n
o
.
l
g
.
j
p

　

生
産
向
上
に
資
す
る
革
新
的
サ

ー
ビ
ス
開
発
・
試
作
品
開
発
・
生

産
プ
ロ
セ
ス
の
改
善
を
行
う
た
め

の
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

の
設
備
投
資
な
ど
の
導
入
経
費
の

一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

募
集
期
限　

４
月
27
日
㈮

※
６
月
中
の
採
択
予
定
で
す
。

補
助
金　

▼
企
業
間
デ
ー
タ
活
用
型
…
上
限

１
０
０
０
万
円
・
補
助
率
３
分
の
２

▼
一
般
型
…
上
限
１
０
０
０
万
円
・

●
国
の
「
も
の
づ
く
り
・
商
業
・

　
サ
ー
ビ
ス
経
営
力
向
上
支
援

　
補
助
金
」を
公
募
し
て
い
ま
す

補
助
率
２
分
の
１

※
生
産
性
向
上
特
別
措
置
法
案（
平

成
30
年
国
会
審
議
中
）
に
基
づ
き
、

中
小
企
業
者
な
ど
が
作
成
す
る「
先

端
設
備
等
導
入
計
画
」
を
市
に
申

請
し
認
定
さ
れ
た
場
合
は
補
助
率

３
分
の
２
に
な
り
ま
す
。

▼
小
規
模
型
…
上
限
５
０
０
万
円
・

小
規
模
事
業
者
の
補
助
率
３
分
の

２
、
小
規
模
事
業
者
以
外
の
補
助

率
２
分
の
１

対　

象　

認
定
支
援
機
関
の
全
面

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
得
た
事
業
を
行

う
中
小
企
業
、
小
規
模
事
業
者
で
、

本
事
業
に
よ
り
、
３
～
５
年
で
、

「
付
加
価
値
額
」
年
率
３
％
お
よ
び

「
経
常
利
益
」
年
率
１
％
の
向
上
を

達
成
で
き
る
計
画
を
有
す
る
者

申
請
方
法　

郵
送
ま
た
は
電
子
申
請

※
詳
細
は
長
野
県
中
小
企
業
団
体

中
央
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

長
野
県
中
小
企

業
団
体
中
央
会

（
☎
２
２
８
‐
１
１
７
１
）

〒
３
８
０
‐
０
９
３
６ 

長
野
市
大

字
中
御
所
字
岡
田
１
３
１
‐
10

長
野
県
中
小
企
業
会
館
４
階

●
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

　

市
観
光
協
会
で
は
、
季
節
に
あ



４

月
の

各

種

無

料

相

談

■子ども課相談室☎248-9026
　（子育て相談、家庭生活など）
と　き　月曜日～金曜日 8:30～17:15
ところ　子ども課

■もの忘れ相談日☎245-4566
と　き　25日㈬　8:30～17:15
ところ　地域包括支援センター（市役所
　　　　本庁舎２階）　

■弁護士の無料法律相談☎248-9977
と　き　12日㈭、26日㈭　13:00～16:00
ところ　すざか女性未来館　　
問合せ　まいさぽ須坂（要予約）

■不動産無料相談☎228-2130
と　き　16日㈪　10:00～15:00
ところ　長野県不動産会館（長野市）
問合せ　県宅地建物取引業協会長野支部

■シルバー人材センター入会説明☎246-2003
と　き　18日㈬　13:30～※時間厳守
ところ　シルバー人材センター

■年金相談　長野北年金事務所☎244-4100㈹
と　き　月曜日～金曜日、第２土曜日
※時間や場所など詳細はお問い合わせください。

■行政相談☎248-9002
と　き　４月５日㈭　14:00～16:00
ところ　市役所相談室（本庁舎２階）
問合せ　市民課（要予約）

■休日就業相談（要予約）☎246-3501
と　き　７日㈯
　　　　13:00～17:00
ところ　ゆめわーく須坂
　　　　（須坂駅前ビルシルキー２階）

■司法書士法律相談☎245-0031
と　き　26日㈭　13:00～15:00
ところ　須坂商工会議所

■よろずなんでも相談☎245-0909
と　き　17日㈫　10:00～12:00
ところ　人権交流センター
問合せ　人権同和政策課

■日本政策金融公庫特別相談会
　相談希望がありましたらお問い合わせ
　ください。
ところ　須坂商工会議所
問合せ　須坂商工会議所（☎245-0031）

■教育相談室☎248-0001
と　き　月曜日～金曜日 8:30～17:15
ところ　学校教育課

■結婚相談☎214-2994
と　き　４日１日㈰、15日㈰
　　　　9:00～12:00
ところ　社会福祉協議会（要予約）

平成30年４月号・27・

市外局番…（026）

その他 ２ ２ １

★災害情報

火　　災

傷　者

救急出動

その他 43 90 135

救    助
交通事故

交通事故
急　病 125 287 256

13 24 17

３ ４ １

５ ６ ２

181 401 408

死　者 ２ ２ ０
０ ０ ０

３ ５ ３

２月 昨年
同期

平成30年
１～２月

★交通事故

２月 昨年
同期

平成30年
１～2月

24 43 25傷者

件数

死者 ０ ０  ０

19 37 23

◎火災・救急・救助は

　局番なしの１１９

◎火災などの問合せは

　消防情報ダイヤル

　☎２４５-１１１９

ストップ

●
長
野
地
区
障
が
い
者
ス
ポ
ー

　
ツ
大
会

と　

き　

５
月
26
日
㈯
午
前
８
時

30
分
～
受
け
付
け

と
こ
ろ　

▼
長
野
運
動
公
園
総
合

運
動
場
（
長
野
市
）
▼
犀
川
第
二
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
（
長
野
市
）

対　

象　

▼
平
成
30
年
４
月
１
日

現
在
の
満
年
齢
が
12
歳
以
上
の
障

害
者
手
帳
所
有
者
▼
市
内
の
障
害

者
支
援
施
設
や
学
校
に
在
籍
す
る

障
が
い
者
（
児
）

参
加
費　

無
料

※
参
加
種
目
な
ど
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

４
月
13
日
㈮

申
込
・
問
合
せ　

福
祉
課　

(

☎
２
４
８
‐
９
０
０
３)

●
エ
コ
サ
ポ
ー
ト
す
ざ
か

　

　
も
っ
た
い
な
い
市

と　

き　

４
月
28
日
㈯
午
前
９
時

30
分
～
正
午

と
こ
ろ　

旧
上
高
井
郡
役
所

　〈３月１日現在〉

●選挙人名簿

　定時登録者数

男　20,506人（-19人）

女　22,239人（-28人）

計　42,745人(-47人)

※（　）は、平成29年 

　12月１日との比較

内　

容　

▼
バ
ザ
ー
（
衣
類
・
掘

り
出
し
物
な
ど
）
▼
リ
ユ
ー
ス
品

の
譲
渡
会
（
タ
ン
ス
な
ど
の
家
具
）

▼
ダ
ン
ボ
ー
ル
で
で
き
る
生
ご
み

堆
肥
化
講
習
会

【
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集
】

区　

画　

10
区
画
（
2.5
ｍ
×
2.5
ｍ

程
度
）

※
先
着
順
に
な
り
ま
す
。

協
力
金　

３
０
０
円

申
込
・
問
合
せ　

生
活
環
境
課

(

☎
２
４
８
‐
９
０
１
９)

　

っ
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。

申
込
方
法　

市
観
光
協
会
に
電
話
・

電
子
メ
ー
ル
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

【
桜
め
ぐ
り
ウ
ォ
ー
ク
】

と　

き　

４
月
14
日
㈯

午
前
９
時
～
午
後
０
時
30
分
（
午

前
８
時
45
分
集
合
）

歩　

程　

８
㎞

参
加
費　

１
０
０
０
円
（
軽
食　

黒
お
で
ん
、
団
子
付
き
）

定　

員　

40
人
（
申
込
順
）

申
込
期
限　

４
月
11
日
㈬

【
春
の
ほ
の
ぼ
の
桜
ウ
ォ
ー
ク
】

と　

き　

４
月
21
日
㈯

午
前
８
時
～
午
後
０
時
45
分
（
午

前
７
時
45
分
集
合
）

歩　

程　

12
㎞

参
加
費　

２
５
０
０
円
（
昼
食
、

入
浴
券
付
き
）

定　

員　

20
人
（
申
込
順
）

申
込
期
限　

４
月
18
日
㈬

【
春
の
里
山
ハ
イ
キ
ン
グ
】

と　

き　

４
月
28
日
㈯

午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時
30
分

（
午
前
９
時
15
分
集
合
）

歩　

程　

４
㎞

参
加
費　

２
０
０
０
円
（
昼
食
代

含
む
）

定　

員　

20
人
（
申
込
順
）

申
込
期
限　

４
月
26
日
㈭

【
千
曲
川
リ
バ
ー
サ
イ
ド 

フ
ラ
ワ

 

ー
ウ
ォ
ー
ク
】

と　

き　

４
月
29
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
２
時
（
午
前
８

時
45
分
集
合
）

歩　

程　

９
㎞

参
加
費　

２
０
０
０
円
（
昼
食
代

含
む
）

定　

員　

40
人
（
申
込
順
）

申
込
期
限　

４
月
27
日
㈮

【
ス
イ
ー
ツ
食
べ
歩
き
ウ
ォ
ー
ク

 

（
和
・
洋
）
】

と　

き　

５
月
４
日
㈮

午
前
９
時
30
分
～
午
後
12
時
30
分

（
午
前
９
時
15
分
集
合
）

歩　

程　

３
㎞

参
加
費　

２
０
０
０
円

定　

員　

40
人
（
申
込
順
）

申
込
期
限　

５
月
２
日
㈬

申
込
・
問
合
せ　

市
観
光
協
会

（
☎
２
１
５
‐
２
２
２
５

２
１
５

‐
２
２
２
６
）

Ｅ
メ
ー
ル　

i
n
f
o
@
s
u
z
a
k
a
-
k
a
n

k
o
k
y
o
k
a
i
.
j
p

・
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平成30年４月号 ・28・

広
告
の
問
い
合
わ
せ
は
㈱
ホ
ー
プ
長
野
営

業
所
へ（
☎
０
５
０
‐
５
８
３
８
‐
２
３
４
４
）

広
告
欄

●
高
齢
者
健
康
教
室 

公
開
講
座

講

座
・

教

室

　

自
宅
で
も
行
え
る
転
倒
予
防
の

体
操
や
認
知
症
予
防
に
関
す
る
コ

ツ
を
学
び
、
み
ん
な
で
楽
し
く
頭

も
体
も
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

と　

き　

４
月
19
日
㈭
午
前
11
時

～
11
時
45
分

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー
（
３
階
）

内　

容　

体
操
・
脳
ト
レ　

な
ど

参
加
費　

無
料

対　

象　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

持
ち
物　

▼
飲
み
物
▼
タ
オ
ル
▼

動
き
や
す
い
服
装

●
Ａ
Ｃ
長
野
パ
ル
セ
イ
ロ

　
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
情
報

　

Ａ
Ｃ
長
野
パ
ル
セ
イ
ロ
ト
ッ
プ

チ
ー
ム
と
レ
デ
ィ
ー
ス
チ
ー
ム
が

熱
戦
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
の
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

と
こ
ろ　

長
野
Ｕ
ス
タ
ジ
ア
ム（
長

野
市
）

【
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
】

▼
第
５
節　

ギ
ラ
ヴ
ァ
ン
ツ
北
九
州
戦

と　

き　

４
月
１
日
㈰
午
後
２
時

キ
ッ
ク
オ
フ

▼
第
６
節　

ア
ス
ル
ク
ラ
ロ
沼
津
戦

と　

き　

４
月
８
日
㈰
午
後
１
時

キ
ッ
ク
オ
フ

▼
第
８
節　

セ
レ
ッ
ソ
大
阪
Ｕ-

23
戦

と　

き　

４
月
28
日
㈯
午
後
２
時

キ
ッ
ク
オ
フ

【
レ
デ
ィ
ー
ス
チ
ー
ム
】

▼
第
３
節　

マ
イ
ナ
ビ
べ
ガ
ル
タ

仙
台
レ
デ
ィ
ー
ス
戦

と　

き　

４
月
14
日
㈯
午
後
１
時

キ
ッ
ク
オ
フ

問
合
せ　

パ
ル
セ
イ
ロ
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

(

☎
０
８
０
‐
１
２
６
９
‐
６
４
６
４)

●
箱
膳
体
験
教
室

●
不
登
校･

ひ
き
こ
も
り
の
た

　
め
の
発
達
心
理
と
カ
ウ
ン
セ

　
リ
ン
グ
講
座

●
動
物
園
・
臥
竜
公
園
イ
ベ
ン
ト

　

白
藤
の
花
を
見
な
が
ら
旬
の
食

材
を
使
っ
た
箱
膳
を
い
た
だ
き
ま

せ
ん
か
。

　

子
育
て
に
関
す
る
講
演
と
個
別

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ど
な
た
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

と　

き　

４
月
24
日
㈫
午
後
４
時
～

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

講
演
・
時
間　

▼
「
発
達
心
理
を

学
ぶ
こ
と
～
現
代
っ
子
の
理
解
の

た
め
に
～
」
…
午
後
４
時
～
５
時

▼
「
話
を
聞
く
こ
と
の
意
味
と
効

果
」
…
午
後
５
時
～
６
時

講　

師　

飯
田
俊
穂
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ

О
法
人
長
野
県
子
ど
も
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
所
長
）

参
加
費　

無
料

※
講
演
終
了
後
、
講
師
に
よ
る
個

別
相
談
会
が
あ
り
ま
す
。
希
望
す

る
方
は
４
月
20
日
㈮
ま
で
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

学
校
教
育
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
０
）

【
竜
ヶ
池
の
池
開
き
式
】

と　

き　

４
月
４
日
㈬
午
前
11
時
～

と
こ
ろ　

竜
ヶ
池
遊
船
所
前

※
池
開
き
式(

安
全
祈
願)

終
了
後
、

午
後
４
時
45
分
ま
で
ボ
ー
ト
を
無

料
開
放
し
ま
す
。

【
ボ
ー
ト
の
営
業
日
と
利
用
料
】

営
業
日　

４
月
５
日
㈭
～
５
月
31

日
㈭
と
８
月
は
無
休
。
そ
れ
以
外

は
毎
週
月
曜
日
が
休
業
日
（
月
曜

日
が
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

で
11
月
４
日
㈰
ま
で
営
業

利
用
料　

▼
ペ
ダ
ル
ボ
ー
ト
…
30

分
５
０
０
円
、
60
分
８
０
０
円
▼

手
漕こ

ぎ
ボ
ー
ト
…
30
分
２
５
０
円
、

60
分
４
０
０
円

【
飼
育
（
４し

い

く

１
９
）
の
日
イ
ベ
ン
ト
】

と　

き　

４
月
19
日
㈭

内
容
・
時
間　

▼
飼
育
員
に
よ
る

飼
育
員
ガ
イ
ド
…
午
前
11
時
30
分

～
、
午
後
２
時
15
分
～
▼
南
園
ガ

イ
ド
ツ
ア
ー
…
午
前
10
時
45
分
～
、

午
後
３
時
15
分
～

【
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
だ
よ
！ 

 

ワ
ク
ワ
ク
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ア
】

と　

き　

４
月
28
日
㈯
～
５
月
６
日
㈰

内　

容　

▼
ヒ
ツ
ジ
の
毛
刈
り
▼

カ
ピ
バ
ラ
ふ
れ
あ
い
▼
ポ
ニ
ー
の

乗
馬　

な
ど

【
今
年
の
代
表
動
物
が
ウ
サ
ギ
の

 

「
パ
ン
ジ
ー
」
に
決
定
】

　

「
須
坂
市
動
物
園
代
表
動
物
選

挙
２
０
１
８
」を
行
い
ま
し
た
。
有

効
投
票
数
２
５
５
９
票
中
、４
７
５

票
を
獲
得
し
た
ウ
サ
ギ
の「
パ
ン
ジ

ー
」が
今
年
の「
顔
」に
決
ま
り
ま
し

た
。
投
票
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ

ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
合
せ　

臥
竜
公
園
管
理
事
務
所

（
☎
２
４
５
‐
１
７
７
０
）

●
う
つ
病
の
方
の
家
族
教
室

　

う
つ
病
の
方
の
家
族
な
ら
で
は

の
悩
み
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
病

気
や
本
人
と
の
関
わ
り
な
ど
、
家
族

同
士
で
話
を
し
な
が
ら
一
緒
に
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

４
月
10
日
㈫
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

参
加
費　

無
料

対　

象　

う
つ
病
の
方
の
家
族

※
参
加
を
希
望
す
る
方
は
保
健
セ

ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
詳

細
を
お
伝
え
し
ま
す
。
個
別
で
の

相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
２
４
８
‐
９
０
２
３
）

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

問
合
せ　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
（
☎
２
４
５
‐
４
５
６
６
）



平成30年４月号・29・

市外局番…（026）

◎
平
成
29
年
度
須
坂
市
小
・
中
学
生
人
権
教
育
啓
発
標
語
応
募
作
品 

…
… 

あ
い
さ
つ
と 

笑
顔
で
つ
な
が
る 

心
の
輪　

豊
丘
小
５
年 

春
原
ひ
な
の
さ
ん

リ
サ
イ
ク
ル
情
報

《
差
し
上
げ
ま
す
》

▼
ソ
フ
ァ
ー
▼
大
正
琴
▼
シ
ン
グ

ル
ベ
ッ
ド
▼
サ
ー
フ
ィ
ン
ボ
ー
ド

▼
子
ど
も
用
パ
イ
プ
い
す
▼
エ
レ

ク
ト
ー
ン
▼
パ
イ
プ
ベ
ッ
ド

《
譲
っ
て
く
だ
さ
い
》

▼
座
卓
（
一
枚
板
）
▼
童
謡
唱
歌
Ｄ

Ｖ
Ｄ
▼
豆
炭
こ
た
つ
▼
マ
タ
ニ
テ

ィ
ウ
ェ
ア
▼
ベ
ビ
ー
服

【《
差
し
上
げ
ま
す
》 

の
申
込
期
限

と
抽
選
日
】

申
込
期
限　

４
月
10
日
㈫

交
渉
順
位
抽
選　

４
月
12
日
㈭
午
前

※
リ
サ
イ
ク
ル
情
報
の
登
録
は
随

善

意
の

窓

口

《
寄
附
》 

▼
博
物
館
収
蔵
品
・
事
業
充
実
の

た
め
（
座ざ

ぐ

り

き

繰
器
２
点
・
糸
枠
３
点
）

…
中
村
金
雄
様

募集期間　４月２日㈪～10日㈫　抽選日時　４月13日㈮午前９時

●入居者募集

募集団地 間取り

○豊　丘　　６戸　３ＤＫＢ

○境　沢　　３戸　３ＫＢ

○屋　部　　２戸　３ＤＫＢ

○北旭ケ丘　１戸　２ＫＹ

【市営住宅】 【特定公共賃貸住宅】
募集団地 間取り

○末広６０３号　　３ＬＤＫＹ

　家　賃　　75,000円

　敷　金　　家賃の３カ月分

　要　件　　同居親族・所得など

※Ｙ…浴槽あり　Ｂ…浴槽なし

寄 

附 

募 

集

届
出
１
件

【
山
の
観
音
祭
資
金
】

問 合 せ　まちづくり課（☎２４８‐９００７)

募
集
責
任
者　

山
岸
浩
治
（
山
の

観
音
祭
奉
賛
会
会
長
）

募
集
金
品
の
額　

20
万
円

期　

間　

３
月
20
日
㈫
～
４
月
17
日
㈫

問
合
せ　

市
民
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
２
）

●
お
達
者
名
人
塾〈
全
10
回
〉

　

こ
れ
ま
で
「
お
達
者
ク
ラ
ブ
」や

「
お
達
者
元
気
塾
」
に
参
加
し
た
方

を
対
象
に
、
日
頃
の
健
康
づ
く
り

や
介
護
予
防
の
取
り
組
み
を
振
り

返
り
、
再
度
ス
ト
レ
ッ
チ
や
筋
ト

レ
体
操
な
ど
を
学
び
ま
す
。
参
加

者
に
は
無
料
入
浴
な
ど
の
特
典
が

あ
り
ま
す
。

開
催
日
時　

５
月
18
日
㈮
～
９
月

の
原
則
第
１　

３
金
曜
日
午
後
１

時
30
分
～
３
時
（
初
回
の
み
１
時

15
分
～
３
時
）

と
こ
ろ　

須
坂
温
泉
古
城
荘

内　

容　

▼
腰
痛
・
膝
痛
予
防
体

操
▼
ス
ト
レ
ッ
チ
・
筋
ト
レ
体
操

▼
音
楽
療
法
▼
脳
ト
レ　

な
ど

参
加
費　

１
回
３
０
０
円

対
象
者　

市
内
在
住
の
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
加
入
者
で
、
こ
れ
ま

で
「
お
達
者
ク
ラ
ブ
」
お
よ
び
「
お

達
者
元
気
塾
」
に
参
加
し
た
方
（
平

成
29
年
10
月
～
平
成
30
年
３
月
の

お
達
者
元
気
塾
の
参
加
者
ま
た
は
、

今
ま
で
に
お
達
者
名
人
塾
に
参
加

し
た
方
を
除
く
）

定　

員　

30
人
（
申
込
順
）

申
込
方
法　

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
窓
口
（
本
庁
舎
２
階
）
ま
た
は

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

４
月
４
日
㈬
～
20
日

㈮
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

申
込
・
問
合
せ　

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー（
☎
２
４
５
‐
４
５
６
６
）

●
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

　
教
室〈
全
６
回
〉

　

介
護
予
防
を
地
域
で
実
践
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
教
室
で
す
。

　

教
室
を
修
了
さ
れ
た
方
は
、
地

域
で
介
護
予
防
を
目
的
と
す
る
自

主
グ
ル
ー
プ
活
動
や
市
の
介
護
予

防
教
室
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
な
ど
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

と　

き　

▼
５
月
８
日
㈫
▼
31
日

㈭
▼
６
月
15
日
㈮
▼
29
日
㈮
▼
７

月
20
日
㈮
▼
８
月
３
日
㈮
各
回
と

も
午
前
９
時
30
分
～
正
午

と
こ
ろ　

旧
上
高
井
郡
役
所

内　

容　

▼
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

▼
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
手
法
▼

認
知
症
の
講
話
▼
地
域
づ
く
り
の

講
話　

な
ど

※
市
の
介
護
予
防
教
室
や
自
主
グ

ル
ー
プ
の
見
学（
２
回
）も
あ
り
ま
す
。

参
加
費　

無
料

対　

象　

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
興
味
の
あ
る
方
▼
介
護
予
防
に

関
心
の
あ
る
方
▼
自
主
グ
ル
ー
プ

活
動
を
行
い
た
い
方
▼
自
分
の
生

き
が
い
づ
く
り
や
仲
間
づ
く
り
を

し
た
い
方　

な
ど

※
市
内
で
活
動
し
て
い
た
だ
け
る

方
に
限
り
ま
す

定　

員　

30
人
程
度
（
申
込
順
）

申
込
方
法　

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
窓
口
（
本
庁
舎
２
階
）な
ど
に

あ
る
チ
ラ
シ
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
直
接
ま
た
は
電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
申
し
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

４
月
24
日
㈫
（
土
・

日
曜
日
を
除
く
）

申
込
・
問
合
せ　

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
（
☎
２
４
５
‐
４
５
６
６


２
４
８
‐
１
１
１
９
）

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

掲
載
さ
れ
て
い
る
物
品
は
、
情
報

提
供
者
の
事
情
に
よ
り
取
り
消
し

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
リ
サ
イ
ク
ル
情
報
と
は

　

ま
だ
使
え
る
の
に
家
庭
で
眠
っ

て
い
る
日
用
品
を
譲
り
合
う
こ
と

で
、暮
ら
し
の
ム
ダ
を
見
直
す
と
と

も
に
、省
資
源
と
ご
み
の
減
量
化
を

目
的
と
し
た
不
用
品
登
録
制
度
で
す
。

【
登
録
の
分
類
】

▼
差
し
上
げ
ま
す
…
無
償

▼
譲
っ
て
く
だ
さ
い
…
譲
っ
て
く

だ
さ
る
方
は
い
ま
せ
ん
か

【
留
意
事
項
】

▼
品
物
の
譲
り
渡
し
交
渉
は
当
事

者
同
士
が
行
い
ま
す
。

▼
品
物
は
、
ご
家
庭
で
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。

※
登
録
期
間
は
最
長
６
カ
月
で
す
。

▼
品
物
は
『
広
報
須
坂
』
に
リ
サ
イ

ク
ル
情
報
と
し
て
掲
載
し
ま
す
。

▼
受
け
付
け
の
締
め
切
り
は
、
毎

月
８
日
前
後
で
す（『
広
報
須
坂
』
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
）
。

▼
希
望
者
が
複
数
い
た
場
合
、
交

渉
順
位
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ　

市
民
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
２)

と　

き　

４
月
26
日
㈭
午
前
11
時

30
分
～

と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
館
し
ら
ふ
じ

参
加
費　

５
０
０
円

定　

員　

15
人
（
申
込
順
）

主　

催　

郷
土
食
ブ
ラ
ン
ド
づ
く

り
グ
ル
ー
プ

申
込
・
問
合
せ　

農
林
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
４
）

・



平成30年４月号 ・30・

市外局番…（026）

広
告
欄

広
告
の
問
い
合
わ
せ
は
㈱
ホ
ー
プ
長
野
営

業
所
へ（
☎
０
５
０
‐
５
８
３
８
‐
２
３
４
４
）

◎
毎
月
第
３
日
曜
日
は
「
家
庭
の
日
」 

…
… 

お
は
よ
う
・
あ
り
が
と
う
・
お
や
す
み
な
さ
い
。家
族
で
交
わ
す
あ
い
さ
つ
は
心
と
心
の
潤
滑
油

休日緊急診療室（小児科・内科）

と　き　日曜・祝日・12月29日

　　　　～１月３日

9:00～12:00、13:00～17:00

ところ　県立信州医療センター

問合せ　☎245‐1650

※休日緊急診療室は、須高医師
会、須坂病院、須高行政事務組
合が共同で運営しています。

市外局番…（026）

４月の乳幼児健康診査・相談・講座、予防接種

【問合せ】
 ▼乳幼児健康診査・相談・講座…健康づくり課母子支援係（☎248‐9023）
 ▼個別予防接種…………………健康づくり課保健予防係（☎248‐9018）

四種混合１期初回 生後３か月～90か月（７歳半）の前日まで

※生年月日によって対象年齢が異なります。詳しくは「健康カレンダー」をご
確認ください。

生後２か月～60か月（５歳）の前日まで

生後12か月（１歳）の前日まで
(標準的な接種期間は５か月～８か月の前日）

平成30年１月生

平成29年11月生

ヒブ・小児用肺炎球菌

ＢＣＧ

麻しん・風しん1期
平成29年４月生

対象者

生後12か月～24か月（２歳）の前日まで

予防接種名開始対象者

水痘（水ぼうそう）

日本脳炎１期初回

日本脳炎２期

二種混合

生後12か月～36か月（３歳）の前日まで

平成29年８月１日～８月15日生
平成29年８月16日～８月31日生

13：00～13：15
14：15～14：30

※乳幼児健康診査・相談の受付時間が昨年度と異なりますのでご注意くだ
さい。

13：00～13：15
14：15～14：30

平成29年７月１日～７月15日生
平成29年７月16日～７月31日生か み か み

離乳食講座 5/8
（火）

10
（火）

【乳幼児健康診査・相談・講座】　（会場：保健センター、持ち物：母子健康手帳）

３ か 月 児
健 康 診 査

対象者受付時間日健診名

13：00～13：20
13：20～13：40

平成30年１月１日～１月15日生
平成30年１月16日～１月31日生

６
（金）

13：00～13：20
13：20～13：40

平成29年12月１日～12月15日生
平成29年12月16日～12月31日生

5/11
（金）

３　歳　児
健 康 診 査

13：00～13：20
13：20～13：40

平成27年３月26日～４月12日生
平成27年４月13日～４月26日生

26
(木）

平成27年４月生

平成21年４月生

平成19年４月生

生後６か月～90か月（７歳半）の前日まで
(標準的な接種期間は３歳～４歳の前日）

９歳～13歳の前日まで※
(標準的な接種期間は９歳～10歳の前日）

11歳～13歳の前日まで
(標準的な接種期間は11歳～12歳の前日）

Ｂ型肝炎
生後12か月（１歳）の前日まで
(標準的な接種期間は２か月～９か月の前日）平成30年２月生

も ぐ も ぐ
離乳食講座

19
（木）

13：00～13：15
14：15～14：30

平成29年10月１日～10月15日生
平成29年10月16日～10月31日生

１　歳　児
健 康 相 談

17
（火）

13：00～13：20
13：20～13：40

平成29年３月16日～３月31日生
平成29年４月１日～４月17日生

5/14
（月）

13：00～13：20
13：20～13：40

平成29年４月18日～５月７日生
平成29年５月８日～５月14日生

20
（金）

13：00～13：20
13：20～13：40

平成28年９月24日～10月４日生
平成28年10月５日～10月20日生

1歳6か月児
健 康 診 査

12
（木）

5/18
（金）

13：00～13：20
13：20～13：40

13：00～13：20
13：20～13：40

平成28年３月14日～３月24日生
平成28年３月25日～４月12日生

平成28年４月13日～４月25日生
平成28年４月26日～５月18日生

２　歳　児
健 康 相 談

１日㈰　　アキヤマ

８日㈰　　オオクマ

15日㈰　　小布施、蔵の町

22日㈰    かおり

29日㈰　　グリーン

30日㈷　　コスモス

5月3日㈷　コスモファーマ高山

5月4日㈷　サンタグリーン

5月5日㈷　須坂あすなろ

※芝宮前中島ファミリー薬局は

15日（第３日曜日）を除き、すべ

て営業します。

日曜・祝日の当番薬局

税金などの納期限

◆納期限内の納付をお願いします。

◆便利な口座振替をご利用ください。

◆市税は、インターネットを通じて

クレジットカードで納付できます。

お問い合わせは税務課（☎248‐9001）へ。

納期限･口座振替日

５月１日㈫

固定資産税・都市計画税…１期

介護保険料（普通徴収）…１期



・31・

　

３
月
は
卒
業
、
転
勤
、

退
職
と
別
れ
の
多
い
月

で
す
。
数
年
前
、
卒
業

し
て
逢
う
こ
と
も
な
い

だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た

仲
間
で
声
を
掛
け
合
い
、
総
勢
29

人
で
還
暦
を
祝
い
ま
し
た
▼
40
年

ぶ
り
に
見
る
顔
ば
か
り
で
、
か
つ

て
の
面
影
は
残
っ
て
い
ま
し
た
が
、

中
に
は
分
か
ら
な
い
人
も
い
ま
し

た
。
若
い
こ
ろ
は
将
来
や
勉
強
の

話
、
た
わ
い
の
な
い
話
等
で
し
た

が
、
今
は
仕
事
、
孫
、
病
気
が
共

通
の
話
題
で
す
。
友
人
の
中
で
定

年
前
に
病
気
を
発
症
し
退
職
、
心

臓
と
脳
の
手
術
、
最
近
胃
が
ん
の

手
術
を
受
け
た
と
い
う
友
人
が
い

ま
し
た
。
今
は
元
気
で
週
の
２
日

を
大
学
の
聴
講
生
と
し
て
通
い
、

３
日
を
家
庭
菜
園
に
当
て
て
い
る

と
い
い
ま
す
。
学
習
意
欲
も
あ
り

い
き
い
き
と
し
て
い
ま
し
た
。
学

び
か
ら
得
ら
れ
る
や
り
が
い
や
達

成
感
、
ま
わ
り
か
ら
必
要
と
さ
れ

る
喜
び
と
仲
間
と
の
ふ
れ
あ
い
が

心
地
良
い
そ
う
で
す
▼
私
は
こ
れ

か
ら
ど
の
よ
う
に
生
き
た
い
か
を

考
え
、
自
分
の
健
康
管
理
を
し
な

が
ら
家
族
や
地
域
で
の
役
割
を
果

た
し
、
趣
味
を
持
ち
生
活
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
同
級
生
の
姿
は
刺

激
に
な
り
背
中
を
押
し
て
も
ら
え

ま
す
。
４
月
は
出
逢
い
の
月
で
す
。

ど
ん
な
出
逢
い
が
待
っ
て
い
る
か

楽
し
み
で
す
。

　

「
須
坂
で
、
み
な
さ
ん
が
ギ
タ

ー
を
楽
し
む
き
っ
か
け
を
作
り
た

い
」
と
い
う
講
師
の
中
村
仁
さ
ん

（
仁
礼
町
）
の
思
い
を
受
け
て
開

講
し
ま
し
た
。
そ
の
思
い
に
「
ギ

タ
ー
を
は
じ
め
て
み
た
い
」
、「
以

前
弾
い
た
こ
と
は
あ
っ
た
け
ど
最

近
は
弾
い
て
な
い
な
」
と
い
う
参

加
者
16
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

全
員
で
中
村
さ
ん
か
ら
ギ
タ
ー

の
弾
き
方
な
ど
の
基
礎
を
学
習
し
、

講
座
の
後
半
に
な
る
と
、
終
わ
り

　

平
成
29
年
12
月
６
日
㈬
か
ら
、
仁
礼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

平
成
28
年
度
に
引
き
続
き
２
年
目
を
迎
え
た
「
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク

ギ
タ
ー
講
座
」
が
、
全
10
回
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
座
の

終
わ
り
に
は
、
参
加
者
の
成
果
発
表
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

ギ
タ
ー
弾
き
語
り「
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
気
分
」

ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
講
座

開
講
の
き
っ
か
け

世
代
を
越
え
た
交
流
の
場
に

緊
張
の
コ
ン
サ
ー
ト

▲歌謡曲やフォークソング、Ｊポップなど
様々なジャンルの曲が演奏されました

▲自ら参加者のもとへ移動し、教える中
村さん（写真右）

　

９
回
目
の
２
月
14
日
㈬
、
最
終

回
の
21
日
㈬
の
２
回
に
わ
た
り
、

成
果
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
う
れ
し
・
は
ず
か
し
コ
ン
サ
ー

ト
」
と
題
し
て
、
練
習
に
励
ん
だ

曲
を
弾
き
語
り
で
披
露
し
ま
し
た
。

　

緊
張
し
て
い
る
様
子
だ
っ
た
参

加
者
も
、
観
客
が
知
っ
て
い
る
曲

を
口
ず
さ
ん
だ
り
、
リ
ズ
ム
に
乗

っ
て
身
体
を
揺
ら
し
た
り
し
て
い

る
の
を
見
る
と
表
情
も
和
ら
ぎ
、

演
奏
を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
で
し

た
。
中
に
は
「
手
拍
子
を
お
願
い

し
ま
す
」
と
会
場
に
呼
び
か
け
る

場
面
も
あ
り
、
盛
り
上
が
る
発
表

会
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
、
平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
ち
な
ん

で
、
中
村
さ
ん
か
ら
金
メ
ダ
ル
が

贈
呈
さ
れ
る
サ
プ
ラ
イ
ズ
も
あ
り

ま
し
た
。

　

講
座
を
終
え
て
中
村
さ
ん
は

「
長
い
期
間
で
し
た
が
、
参
加
し

て
い
た
だ
い
て
嬉
し
か
っ
た
で
す

し
、
教
え
る
こ
と
が
で
き
て
良
か

っ
た
。
み
な
さ
ん
本
当
に
楽
し
そ

う
に
演
奏
し
て
い
て
、
発
表
会
で

は
一
番
良
い
音
が
出
て
い
た
と
思

い
ま
す
」
と
感
想
を
伝
え
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
楽
し
く
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
対
一
で

教
え
て
も
ら
え
た
こ
と
や
、
他
の

参
加
者
も
い
っ
し
ょ
に
練
習
す
る

こ
と
で
会
話
が
で
き
、
教
え
あ
え

た
の
が
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

の
発
表
会
に
向
け
て
自
主
練
習
を

進
め
て
い
き
ま
し
た
。
10
～
70
歳

代
と
い
う
幅
広
い
年
齢
層
が
集
ま

り
ま
し
た
が
、
座
席
を
決
め
ず
自

由
な
場
所
で
練
習
を
す
る
こ
と
で
、

自
然
と
参
加
者
同
士
の
交
流
が
生

ま
れ
ま
し
た
。

　

お
互
い
の
弾
き
方
を
見
て
教
え

あ
う
、
ギ
タ
ー
を
交
換
し
て
音
色

の
違
い
を
体
験
す
る
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
の
課
題
曲
に
取
り
組
み
つ
つ
、

会
話
や
ギ
タ
ー
の
音
色
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。
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２
月
９
日
㈮
、
中

央
公
民
館
で
開
催
さ

れ
た
研
修
会
に
、
各

町
公
民
分
館
の
役
員

な
ど
約
60
人
が
集
ま

り
ま
し
た
。

　

講
師
に
須
坂
新
聞

株
式
会
社
の
記
者
で

あ
る
、
中
島
也
之
さ

ん
を
迎
え
、
読
み
や

す
く
親
し
み
や
す
い

公
民
分
館
報
（
分
館

報
）
づ
く
り
に
向
け
、

記
事
の
書
き
方
な
ど

を
学
習
し
ま
し
た
。

　

分
館
報
は
、
市
内
お
よ
そ
８
割

の
公
民
分
館
で
発
行
さ
れ
て
お
り
、

住
民
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
身
近

な
広
報
紙
で
す
。
地
域
の
課
題
や

状
況
を
共
有
す
る
大
切
な
媒
体
と

も
言
え
ま
す
。
こ
の
研
修
会
で
は
、

ま
ず
分
館
報
の
役
割
や
発
行
状
況

を
確
認
し
、
広
報
須
坂
「
公
民
館

だ
よ
り
」
編
集
担
当
者
よ
り
、
作

成
に
あ
た
っ
て
の
注
意
点
な
ど
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
掲
載
内
容
や
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
立
て
方
な
ど
、
メ
モ

を
取
り
な
が
ら
真
剣
に
聞
い
て
い

ま
し
た
。

　

講
師
の
中
島
さ
ん
か
ら
、
具
体

・
時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ

て
し
ま
っ
た
。
様
々
な
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
で
体
が
軽
く
な
っ
た
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。

・
先
生
の
教
え
方
が
上
手
で
、
と

て
も
楽
し
い
時
間
だ
っ
た
。
教

わ
っ
た
こ
と
は
日
常
生
活
で
頑

張
っ
て
続
け
た
い
。

地
域
の
情
報
源
と
し
て

読
み
や
す
く
魅
力
あ
る
分
館
報

参
加
者
の
感
想

▲座りながらできるフィットネスで、集中して三浦さんの話を聞く参加者

▲ポイントを示しながら説明する中島さん

日
常
に
楽
脳
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
を

日
滝
地
域
づ
く
り
推
進
委
員
会
が
開
催

読みやすい広報づくりをめざして
公民分館報編集研修会

　

２
月
27
日
㈫
、
日
滝
地
域
公
民
館
で
行
わ
れ
た
健
康
講
座
に
45
人

が
集
ま
り
ま
し
た
。
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
の
三
浦
弘
さ
ん
を

講
師
に
迎
え
、
体
と
脳
を
元
気
に
す
る
「
楽
脳
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
」
を

実
践
し
ま
し
た
。

　

三
浦
さ
ん
は
「
運
動
を
日
常
的

に
行
う
こ
と
に
よ
り
、
運
動
機
能

の
衰
え
は
少
な
く
な
り
ま
す
。
そ

の
結
果
、
Ｐ
Ｐ
Ｋ
（
ピ
ン
ピ
ン
コ

ロ
リ
）
に
な
る
か
Ｎ
Ｎ
Ｋ
（
ネ
ン

ネ
ン
コ
ロ
リ
）
に
な
る
か
が
決
ま

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
は

ど
ち
ら
が
い
い
で
す
か
？
同
じ
人

生
を
歩
む
な
ら
自
分
の
意
志
で
生

活
で
き
、
楽
し
く
、
い
き
い
き
と

し
た
人
生
を
送
り
た
い
で
す
よ
ね
」

と
運
動
を
続
け
る
こ
と
の
大
切
さ

に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

　

「
言
語
的
知
能
」
、「
数
学
的
知

能
」
、「
音
楽
的
知
能
」
、「
空
間
的
知

能
」
を
複
合
的
に
使
う
こ
と
に
よ

り
、
脳
に
刺
激
を
与
え
活
性
化
し
、

脳
機
能
を
向
上
さ
せ
て
い
く
運
動

が
「
楽
脳
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
」
で
す
。

今
回
は
こ
れ
ら
を
日
常
に
取
り
入

れ
ら
れ
る
よ
う
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
三
浦
さ
ん
は
「
み
な
さ

日
常
的
に
運
動
を
し
よ
う

楽
脳
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
で
脳
の
活
性
化

ん
、
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
運
動
を

し
て
く
だ
さ
い
ね
。
笑
顔
を
作
る

こ
と
で
脳
に
運
動
を
楽
し
い
も
の

と
し
て
記
憶
し
ま
す
。
そ
れ
に
よ

り
、
楽
し
い
記
憶
と
し
て
運
動
を

思
い
出
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
み

な
さ
ん
が
常
に
笑
顔
で
い
る
こ
と

で
周
り
に
も
笑
顔
が
広
が
り
活
発

な
地
域
に
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
」

と
話
す
と
会
場
は
笑
顔
に
包
ま
れ

ま
し
た
。

　

は
じ
め
は
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て

手
を
叩
き
、
同
時
に
足
踏
み
を
す

る
動
作
を
行
い
ま
し
た
。
徐
々
に

リ
ズ
ム
を
複
雑
に
し
、
単
語
や
足

し
算
を
加
え
る
こ
と
で
一
つ
一
つ

の
動
作
が
思
っ
た
よ
り
上
手
く
い

か
な
く
な
り
ま
し
た
。
三
浦
さ
ん

は
「
こ
の
動
作
は
完
璧
に
で
き
な

く
て
い
い
の
で
す
。
こ
こ
で
『
こ

の
動
き
は
違
う
な
ぁ
』
な
ど
と
考

え
な
が
ら
動
く
こ
と
が
脳
の
活
性

化
に
繋
が
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
で

き
な
く
て
も
大
丈
夫
で
す
」
と
、

笑
顔
で
一
生
懸
命
に
動
作
を
す
る

こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
ま
し
た
。

最
後
に
「
毎
日
、
少
し
ず
つ
で
い

い
で
す
。
こ
の
運
動
を
積
み
重
ね

て
く
だ
さ
い
。
今
後
、
自
立
し
て

い
き
い
き
と
生
涯
を
終
え
る
こ
と

が
で
き
る
か
は
み
な
さ
ん
次
第
で

す
」
と
ま
と
め
る
と
、
会
場
か
ら

は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

的
な
紙
面
づ
く
り
の
方
法
を
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

中
島
さ
ん
は
「
ペ
ー
ジ
全
体
の

写
真
と
文
字
の
量
・
位
置
が
偏
ら

な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

一
番
伝
え
た
い
記
事
や
写
真
は
一

番
上
に
、
見
出
し
の
文
字
も
他
の

記
事
よ
り
大
き
く
す
れ
ば
目
を
引

き
ま
す
。
ま
た
、
一
文
が
長
く
な

り
す
ぎ
な
い
よ
う
配
慮
し
ま
す
。

新
聞
を
書
く
時
も
、
校
正
の
時
に

文
章
を
読
み
返
し
、
文
章
を
分
け

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
発

行
さ
れ
た
各
町
の
分
館
報
を
見
る

と
、
文
化
祭
や
運
動
会
の
記
事
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
と
き
、
写
真
を

多
く
使
え
ば
親
近
感
が
湧
き
、
さ

ら
に
場
面
説
明
を
付
け
る
こ
と
で

情
景
も
浮
か
び
や
す
く
、
読
み
や

す
い
記
事
に
な
り
ま
す
」
と
文
章

の
書
き
方
や
写
真
の
効
果
に
つ
い

て
説
明
し
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
も
、
自
宅
に
分
館
報

の
配
布
・
回
覧
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

平成30年４月号
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学ぶ学ぶ

学ぶ

　

１
年
ご
と
の
更
新
で
５
年
間
学

び
ま
す
。
講
演
会
や
ク
ラ
ブ
活
動
、

学
級
別
学
習
会
、
年
２
回
の
館
外

学
習
、
学
園
祭
、
カ
ッ
タ
カ
タ
ま

つ
り
な
ど
へ
の
参
加
を
と
お
し
て

須
坂
市
の
良
さ
を
再
発
見
し
ま
せ

ん
か
。

開
講
期
間　

平
成
30
年
４
月
～

　
　
　
　

平
成
31
年
３
月

※
日
程
な
ど
は
、
３
月
号
30
・
31

　

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

負
担
金　

年
３
６
０
０
円
／
人

※
学
級
・
ク
ラ
ブ
活
動
は
別
途
費

　

用
が
必
要
で
す
。

申
　
込　

４
月
10
日
㈫
ま
で

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
～

　
　
　
　

午
後
５
時

※
中
央
公
民
館
の
窓
口
に
あ
る
入
学

申
込
書
に
記
入
し
、
負
担
金
を
添

え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

☎
２
４
５
‐
１
５
９
８

　

初
心
者
向
け
の
講
座
で
す
。
音

符
の
読
み
方
、
指
の
置
き
方
か
ら

　

苗
か
ら
育
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

講
師
が
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
。

と
　
き　

４
月
23
日
㈪

　
　
　
　

５
月
25
日
㈮

　
　
　
　

６
月
15
日
㈮

　
　
　
　

７
月
11
日
㈬

　
　
　
　

８
月
24
日
㈮

　
　
　
　

10
月
10
日
㈬

　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

す
ざ
か
女
性
未
来
館

　
　
　
　

談
話
室
（
１
階
）

講
　
師　

吉
田
寅
雄
さ
ん

　
　
　
　

（
菊
花
園
芸
士
）

参
加
費　

１
０
０
０
円
／
人

　
　
　
　

（
材
料
費
別
途
必
要
）

定
　
員　

20
人

申
　
込　

４
月
６
日
㈮
～

問
合
せ　

☎
２
４
５
‐
１
５
９
８

市
民
学
園
　

　
新
入
生
募
集

お
と
な
の
ピ
ア
ノ
教
室

<

全
10
回>

菊
づ
く
り
講
座

<

全
６
回>

須
坂
市
中
央
公
民
館

文化芸術講座文化芸術講座
須坂市文化芸術協会と中央公民館が連携して開催します。

伝統文化や芸能にふれてみませんか？お気軽にご参加ください。
ところ　中央公民館・すざか女性未来館　　講　師　須坂市文化芸術協会会員

受　付　４月２日㈪ 午前８時 30 分～　　　問合せ　☎２４５‐１５９８（中央公民館）

講 座 名 回 数 初回日時 開 催 日 参 加 費 対　象 定 員

触れよう 尺八 12 回
６月７日㈭
午後６時 30 分～８時

各回とも木曜日
700 円 / 回（尺八借料等）
尺八持参者は 200 円 / 回

どなたでも 10 人

仲間づくり謡曲塾
（宝生流）

８回
６月８日㈮
午後７時～８時 30 分

毎月
第２・４金曜日

無料
※受講者３人以上で開講

どなたでも 10 人

観世流
さわやか謡曲講座

８回
６月９日㈯
午後１時 30 分～

３時 30 分

毎月
第２・４土曜日

無料
※「観世流初心謡本」（上巻）

必要
どなたでも ８人

楽しい いけ花（池坊） ７回
６月 16 日㈯
午前 10 時～正午

各回とも土曜日 700 円 / 回（花材代） 小学生以上 10 人

茶席入門（石州流） ６回
６月 17 日㈰
午前９時 30 分～

11 時 30 分
各回とも日曜日 2,000円（お茶・お菓子代）どなたでも ８人

歌謡曲の
 やさしい日本舞踊

（花房流）
８回

７月２日㈪
午後７時 30 分～

８時 45 分

毎月
第１･３月曜日

無料 どなたでも 10 人

気軽に楽しむ
日本舞踊（藤間流）

８回
７月６日㈮
午後７時 30 分～９時

毎月
第１・３金曜日

無料 どなたでも 12 人

習
い
ま
す
。

と
　
き　

５
月
14
日
・
28
日

　
　
　
　

６
月
11
日
・
25
日

　
　
　
　

７
月
９
日
・
23
日

　
　
　
　

８
月
６
日
・
20
日

　
　
　
　

９
月
３
日
・
10
日

※
各
回
と
も
月
曜
日

　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時

講
　
師　

ヤ
マ
ハ
音
楽
教
室
講
師

参
加
費　

６
０
０
０
円
／
人

　
　
　
　

（
テ
キ
ス
ト
代
ほ
か
）

定
　
員　

10
人

申
　
込　

４
月
９
日
㈪
～

問
合
せ　

☎
２
４
５
‐
１
５
９
８

初心者
大歓迎
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在
住
外
国
人
が
日
本
語
を
話
せ

る
よ
う
に
、
書
け
る
よ
う
に
な
る

た
め
の
講
座
で
す
。
日
本
語
が
話

せ
な
く
て
も
心
配
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
こ
の
教
室
の
学
習
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
も
募
集
中
で
す
。

　

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

と
　
き　

４
月
11
日
㈬

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

※
以
降
毎
月
第
１
〜
３
水
曜
日

と
こ
ろ　

す
ざ
か
女
性
未
来
館

　
　
　
　

講
習
室
（
２
階
）

参
加
費　

２
０
０
円
／
回

※
３
回
受
講
は
５
０
０
円
／
月

講
　
師　

学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

問
合
せ　

☎
２
４
５
‐
１
５
９
８

　
　
　
　
　
　
　

（
中
央
公
民
館
）

　

無
農
薬
・
無
化
学
肥
料
に
よ
る

栽
培
の
コ
ツ
を
学
び
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
か
ら
プ
ロ
の
方

ま
で
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
！

と
　
き　

４
月
21
日
㈯

　
　
　
　

８
月
・
10
月

※
各
回
と
も
午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

す
ざ
か
女
性
未
来
館

　
　
　
　

大
講
習
室
（
２
階
）

講
　
師　

宮
島
一
人
さ
ん

参
加
費　

各
回
５
０
０
円
／
人

定
　
員　

30
人

申
　
込　

４
月
２
日
㈪
～

問
合
せ　

☎
２
４
６
‐
８
１
６
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
松
山
）

　

「
延
命
地
蔵
堂
の
大
桜
」
の
鑑

　

キ
ー
ボ
ー
ド
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
、

ギ
タ
ー
、
ウ
ッ
ド
ベ
ー
ス
、
フ
ル

ー
ト
、
サ
ク
ソ
フ
ォ
ー
ン
な
ど
で

「
高
原
列
車
は
行
く
」
、「
さ
ん
ぽ
」

な
ど
を
演
奏
し
ま
す
。
お
昼
休
み

に
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　

会
員
も
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

社会教育団体からのお知らせ

日
本
語
教
室

れ
ん
げ
つ
つ
じ
の
会
主
催

　
い
き
い
き
菜
園
セ
ミ
ナ
ー

観
桜
会
・

ひ
ん
の
べ
ま
つ
り
in
豊
丘
！

シ
ニ
ア
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
須
坂

学
習
者
・

学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

参
加
者
募
集

参
加
者
募
集

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

と
　
き　

４
月
17
日
㈫

　
　
　
　

正
午
～
午
後
１
時

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

　
　
　
　

１
階
ロ
ビ
ー

問
合
せ　

☎
２
４
６
‐
２
２
６
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
金
井
）

　

俳
句
を
作
っ
て
見
た
い
方
を
募

集
し
ま
す
。
初
心
者
の
方
も
大
歓

迎
で
す
。

　

活
動
日
な
ど
は
不
定
期
と
な
っ

　

腹
式
呼
吸
法
を
用
い
た
健
康
法

と
、
ル
ー
ル
を
決
め
ス
ポ
ー
ツ
性

を
持
た
せ
た
吹
矢
を
融
合
。
吹
矢

を
と
お
し
て
、
心
も
体
も
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。

　

み
な
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　

初
心
者
大
歓
迎
で
す
！

と
　
き　

昼
の
部

　
　
　
　

毎
月
第
１
・
３
水
曜
日

　
　
　
　

午
後
２
時
～
４
時

　
　
　
　

夜
の
部

　
　
　
　

毎
月
第
２
・
４
水
曜
日

　
　
　
　

午
後
７
時
～
９
時

と
こ
ろ　

日
野
地
域
公
民
館

会
　
費　

月
５
０
０
円
／
人

問
合
せ　

☎
２
４
６
‐
２
２
７
４

　
　
　
　
　

（
日
野
地
域
公
民
館
）

だ
れ
で
も
出
来
る 

俳
句

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
須
坂
同
好
会

会
員
募
集

会
員
募
集

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

夏
木
本
部
俳
句
会（
中
央
公
民
館
）

俳
句
を
楽
し
む
会（
中
央
公
民
館
）

栃
の
実
俳
句
会（
南
部
地
域
公
民
館
）

あ
ぜ
み
ち
（
日
滝
地
域
公
民
館
）

問
合
せ　

☎
２
４
６
‐
８
６
９
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
田
中
）

　

身
近
に
あ
る
物
で
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル
を
作
り
、

ポ
ー
ル
を
利
用
し
て
筋
膜
リ
リ
ー

ス
（
筋
膜
の
緊
張
を
解
く
セ
ル
フ

ケ
ア
）
を
し
ま
す
。

と
　
き　

４
月
18
日
・
25
日

　
　
　
　

５
月
９
日
・
16
日

　
　
　
　
　
　

23
日
・
30
日

　
　
　
　

６
月
６
日
・
13
日

※
各
回
と
も
水
曜
日

　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

豊
洲
地
域
公
民
館

講
　
師　

夏
目
善
成
さ
ん

（
長
野
☆
ガ
ロ
ン
ズ
チ
ー

フ
ト
レ
ー
ナ
ー
・
健
康

運
動
指
導
者
）

参
加
費　

３
０
０
円
／
人
（
教
材
費
）

持
ち
物　

汗
拭
き
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、

　
　
　
　

運
動
の
で
き
る
服
装

定
　
員　

30
人
程
度

申
　
込　

４
月
５
日
㈭
～

※
平
日
の
午
前
８
時
30
分
～

　
　
　
　

午
後
５
時
ま
で

問
合
せ　

☎
２
４
６
‐
３
２
３
２

豊
洲
地
域
公
民
館

体験

健
康
教
室<

全
８
回>

賞
を
し
ま
せ
ん
か
。

　

地
元
手
作
り
ひ
ん
の
べ
汁
と
お

や
き
１
個
セ
ッ
ト
（
３
０
０
円
）

の
販
売
も
あ
り
ま
す
。

　

大
勢
の
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

と
　
き　

４
月
22
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～

　
　
　
　

午
後
０
時
30
分

と
こ
ろ　

旧
園
里
学
校
、
豊
丘
地

　
　
　
　

域
公
民
館
前

内
　
容　

10
時
30
分
～

　
　
　
　

ア
ル
プ
ホ
ル
ン
開
会
演
奏

　
　
　
　

10
時
40
分
～

ひ
ん
の
べ
ま
つ
り
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
物

産
販
売
開
始

（
お
や
き
、
地
元
農
産

物
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
加

工
品
、
須
坂
銘
菓
、
は

ち
み
つ
の
販
売
な
ど
）

主
　
催　

豊
丘
地
域
づ
く
り
推
進

委
員
会
・
豊
丘
地
域
活

性
化
連
絡
協
議
会

問
合
せ　

☎
２
４
５
‐
９
７
６
８

　
　
　
　

（
豊
丘
地
域
公
民
館
内
）

「
手
づ
く
り
グ
ッ
ズ
で

筋
膜
リ
リ
ー
ス
」

平成30年４月号
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【
各
講
座
に
つ
い
て
】

○
申
込
の
受
付
開
始
は
、

毎
月
第
１
火
曜
日
、
午
前
８
時

30
分
～
で
す
。

○
無
料
託
児
あ
り
ま
す
（
事
前
の

申
し
込
み
が
必
要
で
す
）
。

○
筆
記
用
具
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

○
男
性
の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。

○
参
加
費
の
お
支
払
い
は
、
お
つ

り
の
な
い
よ
う
支
払
期
限
ま
で

に
お
願
い
し
ま
す
（
平
日
の
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
）
。

○
キ
ャ
ン
セ
ル
や
欠
席
を
さ
れ
る

場
合
は
、
１
週
間
前
ま
で
に
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

と
　
き　

４
月
24
日
㈫

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～

　
　
　
　

午
後
１
時

と
こ
ろ　

す
ざ
か
女
性
未
来
館

　
　
　
　

料
理
実
習
室
（
２
階
）

内
　
容　

▽
桜
も
ち
（
道
明
寺
）

　
　
　
　

▽
き
ん
つ
ば

　

春
の
和
菓
子
、
桜
も
ち
（
道
明

寺
）
を
手
作
り
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

日
商
Ｐ
Ｃ
、
文
書
作
成
３
級
の

資
格
取
得
の
た
め
の
講
座
で
す
。

　

講
座
終
了
後
は
検
定
を
受
け
て

い
た
だ
き
ま
す
。
み
な
さ
ん
で
合

格
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
！

※
文
字
入
力
な
ど
の
基
本
が
で
き

　

る
方
向
け
の
講
座
で
す
。

　

季
節
を
感
じ
る
絵
手
紙
を
描
い

て
み
ま
せ
ん
か
。
初
心
者
の
方
も

大
歓
迎
！

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と
　
き　

５
月
17
日
㈭

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

　
　
　
　

作
業
室
（
２
階
）

講
　
師　

絵
あ
そ
び
萩
の
会
の

　
　
　
　

み
な
さ
ん

参
加
費　

２
０
０
円
／
人（
材
料
代
）

支
払
期
限　

５
月
11
日
㈮

定
　
員　

12
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

問
合
せ　

☎
２
１
４
‐
６
０
４
１

講
　
師　

越
た
け
子
さ
ん

　
　
　
　

（
和
菓
子
職
人
）

参
加
費　

１
０
０
０
円
／
人

　
　
　
　

（
材
料
代
）

支
払
期
限　

４
月
19
日
㈭

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

　
　
　
　

食
器
用
ふ
き
ん
、
持
ち

　
　
　
　

帰
り
用
容
器

定
　
員　

12
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

問
合
せ　

☎
２
１
４
‐
６
０
４
１

春
の
和
菓
子
を
作
ろ
う

履
歴
書
に
書
け
る
Ｐ
Ｃ
講
座

〈
全
８
回
〉

絵
手
紙
を
描
い
て
み
よ
う

講
座･

催
し

講
座･

催
し

資
格
取
得
講
座

と
　
き　

５
月
10
日
㈭
・
15
日
㈫

　
　
　
　
　
　

17
日
㈭
・
22
日
㈫

　
　
　
　
　
　

24
日
㈭
・
29
日
㈫

　
　
　
　
　
　

31
日
㈭

　
　
　
　

６
月
５
日
㈫

※
各
回
と
も
、
午
後
７
時
～
９
時

と
こ
ろ　

市
技
術
情
報
セ
ン
タ
ー

講
　
師　

寺
島
広
美
さ
ん

参
加
費　

５
３
０
０
円
／
人

　
　
　
　

（
テ
キ
ス
ト
代
ほ
か
）

支
払
期
限　

４
月
27
日
㈮

※
検
定
料
（
５
１
４
０
円
）
が
別

　

途
必
要
で
す
。

定
　
員　

15
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

問
合
せ　

☎
２
１
４
‐
６
０
４
１

－ すざか女性未来館登録使用団体一覧 －
すざか女性未来館に現在登録している使用団体が、会員を随時募集しています。

活動日などのお問い合わせは、すざか女性未来館へお気軽にどうぞ。　☎２１４‐６０４１

内　容 団　体　名 内　容 団　体　名 内　容 団　体　名

料　理

食生活改善推進協議会 手編み 魔法の一本針

押し花

押し花クラブ

おじいちゃんおばあち
ゃんの料理教室

縫い物 縫う会 押し花サークル

和紙絵
つぼみの会 絵手紙 絵あそび萩の会 書道 竹水会

若草会 手まり 須坂手まりの会 大正琴 みどりの会

細工物 須坂ひな細工の会

生　活

須坂友の会
パッチ
ワーク

おしゃべりキルト
きさらぎ

茶　道 つばきの会（石州流）
生活クラブ生協
須坂支部

七宝焼 すずらん

一緒に活動しませんか

上：桜もち　下：きんつば

平成30年４月号
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▲豊洲地域公民館で行った学習会の様子

▲プラントアート作品の一例

　

漢
字
の
成
り
立
ち
や
歴
史
、
常

用
漢
字
表
の
意
外
な
秘
密
な
ど
の

話
か
ら
、
漢
字
を
使
っ
た
カ
ル
タ

形
式
の
遊
び
や
ビ
ン
ゴ
な
ど
の
ゲ

ー
ム
感
覚
の
学
習
ま
で
、
対
象
と

な
る
年
代
に
応
じ
て
学
べ
ま
す
。

　

難
し
い
イ
メ
ー
ジ
の
あ
る
漢
字

を
楽
し
く
学
べ
る
講
座
で
す
。

　

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は
、
自
殺

の
危
険
を
示
す
サ
イ
ン
に
気
づ
き
、

適
切
な
対
応
を
図
る
「
命
の
門
番
」

と
も
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
人
の

こ
と
で
す
。
こ
の
講
座
で
は
、
須

坂
市
の
自
殺
の
現
状
と
対
策
や
、

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
役
割
と
心
得

を
学
び
ま
す
。

　

仁
礼
・
豊
丘
地
区
の
史
跡
や
寺

院
、
桜
の
名
所
な
ど
を
巡
り
ま
す
。

そ
の
さ
と
ホ
ー
ル
で
そ
ば
切
り
体

験
や
、
豊
樂
庵
で
瞑
想
体
験
も
行

い
ま
す
。

と
　
き　

４
月
24
日
㈫

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

参
加
費　

１
４
５
０
円
／
人

　
　
　
　

（
昼
食
・
お
茶
代
含
む
）

定
　
員　

20
人

募
集
期
間　

４
月
２
日
㈪
～
17
日
㈫

集
合
・
解
散　

泉
園
幼
稚
園
北
側
駐
車
場

コ
ー
ス　

―
は
バ
ス
…
は
徒
歩

瀬
替
え
跡
・
大
口
伊
勢
宮
―
大

笹
街
道
分
岐
点
道
標
…
馬
頭
観

音
・
口
留
番
所
跡
―
新
問
屋
―

郷
倉
―
萬
龍
寺
―
曽
我
神
社
―

三
原
道
入
口
碑
―
分
水
口
・
記

念
碑
―
【
そ
ば
切
り
体
験
・
昼

食
（
そ
の
さ
と
ホ
ー
ル
）
】
―
弁

天
―
【
瞑
想
体
験
（
豊
樂
庵
）
】

―
大
日
向
観
音
堂

案
内
役　

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

申
込
・
問
合
せ

　
　
　
　

生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
２
１
４
‐
６
０
８
６

　

須
坂
市
の
有
害
鳥
獣
被
害
の
現

状
や
ケ
モ
ノ
に
関
す
る
知
識
、
電

気
柵
の
設
置
や
防
除
手
段
、
狩
猟

免
許
な
ど
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め

の
対
策
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

※
そ
の
他
の
講
座
に
つ
い
て
は
、

広
報
須
坂
４
月
号
別
紙
「
平
成

30
年
４
月
改
訂 

須
坂
市
生
涯

学
習
ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

春
先
の
田
ん
ぼ
な
ど
に
咲
く
草

花
を
、
根
が
付
い
た
状
態
で
乾
燥

さ
せ
、
透
明
な
額
に
入
れ
仕
上
げ

る
新
し
い
感
覚
の
イ
ン
テ
リ
ア
ア

ー
ト
で
す
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
楽
し
め
る
講
座
で
す
。

※
講
座
開
催
時
期
は
、
春
・
夏
限

定
で
す
。

　

世
界
の
絵
本
を
英
語
と
日
本
語

で
読
み
聞
か
せ
し
ま
す
。
小
学
校

の
授
業
の
一
環
と
し
て
も
活
用
い

市
民
編

行
政
編

「
楽
し
い
漢
字
の
お
は
な
し
」

講
師
　
北
原
真
由
美
さ
ん

「
今
日
か
ら
あ
な
た
も

　
　
　
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
」

担
当
　
健
康
づ
く
り
課

「
ケ
モ
ノ
被
害
か
ら

ま
ち
を
守
れ
！
」

担
当
　
農
林
課

「
プ
ラ
ン
ト
ア
ー
ト
」

講
師
　
ふ
し
ぎ
な
花
倶
楽
部

「
世
界
の
絵
本
を
一
緒
に

楽
し
も
う
！
」

講
師
　
点
子
ち
ゃ
ん
ズ

一
般
・
小
中
学
生
向
け
講
座

一
般
向
け
講
座

一
般
・
小
中
学
生
向
け
講
座

一
般
・
小
中
学
生
向
け
講
座

小
中
学
生
向
け
講
座

（
幼
児
も
可
）

須坂市生涯学習
まちづくり 出前講座出前講座

新規講座のご案内
　広く市民のみなさんにご愛用いただいている「まちづくり出前講座」。平成 30

年度は、全140講座の豊富なメニューでスタートです！ 新規５講座をご紹介します。

ま
な
び
ー
号

「
そ
ば
切
り
体
験
と

瞑
想
体
験
」

参加者
募集

た
だ
け
ま
す
。

※
金
曜
日
は
不
可

平成30年４月号
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▲一緒に楽しめたお誕生会

生
涯
学
習
推
進
員

豊
洲
分
会・旭
ケ
丘
分
会
合
同

読
み
聞
か
せ
グ
ル
ー
プ

「
ア
ッ
プ
ル
フ
ァ
イ
ブ
」

　

２
月
15
日
㈭
に
、
今
年
度
２
回

目
と
な
る
（
１
回
目
は
夏
に
訪
問
）

相
之
島
保
育
園
の
お
誕
生
会
に
お

誘
い
を
い
た
だ
き
訪
問
し
ま
し
た
。

　

相
之
島
保
育
園
は
、
桃
や
リ
ン

ゴ
等
の
果
樹
園
に
囲
ま
れ
た
自
然

豊
か
な
環
境
に
あ
り
、
木
材
を
使

っ
た
優
し
い
色
合
い
の
建
物
は
木

の
香
り
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

お
誕
生
会
で
は
、
２
月
生
ま
れ

の
６
人
の
園
児
が
少
し
緊
張
し
な

が
ら
壇
上
に
上
が
り
ま
し
た
。
お

祝
い
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら
っ
た

り
、
楽
し
い
歌
を
歌
っ
た
り
す
る

う
ち
に
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
、
竹
内
園

長
先
生
か
ら
一
人
ひ
と
り
に
手
作

り
の
首
飾
り
を
か
け
て
も
ら
う
と

誇
ら
し
い
顔
つ
き
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
が
、
こ
こ
で
ち
ょ
っ
と
し

た
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
…
。
首
飾
り
が

１
人
分
足
り
な
か
っ
た
の
で
す
。

そ
れ
に
気
づ
い
た
園
長
先
生
が
、

１
つ
に
は
さ
み
を
入
れ
て
２
つ
に

分
け
、
首
に
か
け
て
あ
げ
ま
し
た
。

そ
の
手
際
の
良
さ
に
皆
で
手
を
た

た
い
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
い
よ
い
よ
「
ア
ッ
プ
ル
フ

ァ
イ
ブ
」
の
登
場
で
す
。

　

こ
ど
も
の
日
特
集
と
し
て
、
小

中
高
校
生
と
保
護
者
を
対
象
に
歴

史
講
座
を
実
施
し
ま
す
。
福
島
正

則
や
豊
臣
秀
吉
、
織
田
信
長
な
ど
、

社
会
科
教
科
書
に
登
場
す
る
人
物

と
須
坂
と
の
関
わ
り
を
追
求
し
な

が
ら
学
び
ま
す
。

※
小
中
高
校
生
の
み
で
参
加
す
る

場
合
に
は
、
保
護
者
の
承
諾
が

必
要
で
す
。

と
　
き　

５
月
５
日
㈯

　
　
　
　

午
前
９
時
～

　
　
　
　

午
後
０
時
30
分

参
加
費　

３
５
０
円
／
人

　
　
　
　

（
当
日
朝
集
金
し
ま
す
）

定
　
員　

20
人

募
集
期
間　

４
月
13
日
㈮
～
27
日
㈮

集
合
・
解
散　

中
央
公
民
館
ロ
ビ
ー

コ
ー
ス　

全
行
程
徒
歩

寿
泉
院
（
福
島
正
則
）
…
豊
太

閤
護
持
佛
碑
（
豊
臣
秀
吉
）
…

勝
善
寺
（
織
田
信
長
・
親
鸞
）

…
芝
宮
（
祇
園
・
伊
勢
参
り
）

…
太
子
堂
［
殿
］（
聖
徳
太
子
）

案
内
役　

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

申
込
・
問
合
せ

　
　
　
　

生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
２
１
４
‐
６
０
８
６

　

今
回
は
「
な
ぞ
な
ぞ
な
あ
に
」
、

「
大
型
絵
本
」
、「
大
型
紙
芝
居
」

で
す
。
な
ぞ
な
ぞ
は
「
①
風
邪
ば

か
り
ひ
い
て
い
る
動
物
な
あ
に
」
、

「
②
花
の
名
前
の
つ
い
た
お
猿
さ

ん
は
」
な
ど
を
出
題
し
ま
し
た
。

園
児
に
は
難
し
い
か
な
と
思
う
問

題
で
も
「
ハ
イ
ハ
イ
！
」
と
あ
ち

こ
ち
か
ら
大
き
な
声
が
聞
こ
え
、

次
々
と
正
解
を
当
て
て
い
ま
し
た
。

　

大
型
紙
芝
居
で
は
、
甘
え
ん
坊

の
サ
ブ
ち
ゃ
ん
が
冒
険
の
旅
に
出

て
良
い
子
に
変
わ
っ
て
い
く
と
い

う
内
容
に
、
園
児
た
ち
は
最
後
ま

で
真
剣
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

次
回
も
お
誘
い
い
た
だ
い
て
い

る
の
で
、
会
員
は
と
て
も
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

※
な
ぞ
な
ぞ
の
答
え

　

①
き
つ
ね　

②
チ
ン
パ
ン
ジ
ー

（
生
涯
学
習
推
進
員
会
豊
洲
分
会

　
　
　

竹
内
・
荻
原
・
田
中　

記
）

～
相
之
島
保
育
園
を
訪
問
～

ま
な
び
ー
隊

こ
ど
も
の
日
特
集
！

君
に
も
わ
か
る

　
や
さ
し
い
須
坂
の

歴
史
講
座

生涯学習市内見学　まなびー号（隊）今年の予定
　平成 30 年度は、新たな企画を含む全８コースを開催します。詳しい参加募集については、その都度「広報

須坂」でお知らせします。　※発着は、中央公民館周辺駐車場
4 4 4 4 4

です（案内は各自に通知します）。

おもなコース 開催日時 申込期間

New!
１

そば切り体験と瞑想体験
４月 24 日㈫
午前９時～午後４時

４月２日㈪～ 17 日㈫

New!
２

こどもの日特集　小中高生諸君！君にもわかるやさしい
須坂の歴史講座（福島正則、豊臣秀吉、織田信長などが
関わりのある地区）　　　※小中高校生、保護者対象

５月５日㈯
午前９時～午後０時 30 分

４月 13 日㈮～ 27 日㈮

３ 扇状地の里巡り（小河原地区中心）
６月２日㈯
午前９時～正午

５月 15 日㈫～ 25 日㈮

New!
４

町並みスポット巡り（地元の観光スポットを見学）
６月 30 日㈯
午前９時～午後０時 30 分

６月 13 日㈬～ 22 日㈮

５ 初秋の大笹街道巡り（仁礼～鳥居峠～大笹まで）
９月 15 日㈯
午前９時～午後３時 30 分

８月 20 日㈪～
９月５日㈬

６ 須田氏の里巡り（大岩郷須田氏を中心にした本郷地域）
９月 29 日㈯
午前９時～午後０時 10 分

９月６日㈭～ 20 日㈭

New!
７

高甫地区・古墳の里巡り（霧原大元神社や古墳群など）
10 月 14 日㈰
午前９時～正午

９月 21 日㈮～
10 月５日㈮

New!
８

須坂産 fruit を使った製造工場の見学
（㈱クルークダイニング須坂豊丘醸造場、楠わいなりー㈱）

11 月２日㈮
午後１時～午後５時

10 月 15 日㈪
～ 25 日㈭

平成30年４月号
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ね
ん
ね
の
う
た　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

え
が
し
ら
み
ち
こ

　
　

へ
ん
て
こ
！
み
ず
の
ぜ
つ
め
つ
ど
う
ぶ
つ　
　

は
た
こ
う
し
ろ
う

　
　

ミ
ッ
フ
ィ
ー
の
は
じ
め
て
の
し
り
と
り　

デ
ィ
ッ
ク
・
ブ
ル
ー
ナ

　
　

ね
ぇ
、
し
っ
て
る
？　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
さ
い
し
ん
ぺ
い

　
　

イ
チ
か
ら
つ
く
る
チ
ョ
コ
レ
ー
ト　
　
　
　
　
　
　
　
　

農
文
協

　
　

そ
う
だ
っ
た
の
か
！
し
ゅ
ん
か
ん
図
鑑　
　
　
　
　

伊
知
地
国
夫

　
　

列
車
は
こ
の
闇
を
ぬ
け
て　
　
　
　

デ
ィ
ル
ク
・
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト

　
　

川
の
む
こ
う
の
図
書
館　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
田
ゆ
み
る

　
　

誰
に
も
聞
け
な
い
転
職
の
正
解
が
わ
か
る
本 

　
　

成
美
堂
出
版

　
　

る
る
ぶ
に
っ
ぽ
ん
の
動
物
園　
　
　
　

Ｊ
Ｔ
Ｂ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ

　
　

猫
は
こ
う
し
て
地
球
を
征
服
し
た　
　

ア
ビ
ゲ
イ
ル
・
タ
ッ
カ
ー

　
　

ビ
ー
カ
ー
く
ん
の
ゆ
か
い
な
化
学
実
験　
　
　
　

う
え
た
に
夫
婦

　
　

六
輔
五　

七　

五　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

永
六
輔

　
　

家
族
を
家
で
看
取
る
本 

　
　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

主
婦
の
友
社

　
　

女
優
き
も
の
髪 

美
人
度
が
上
が
る
髪
型
の
法
則　

 

黒
田
啓
蔵

　
　

英
龍
伝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木
譲

新

刊

内

案

絵本児童一 般

行
事
の
ご
案
内

特
集「
青
春
小
説
」

行
事
の
ご
案
内

特
集「
青
春
小
説
」

■
お
は
な
し
で
ん
し
ゃ

■
わ
ら
べ
う
た
遊
び
と
絵
本

　

講
座〈
全
４
回
〉

　

ホ
ー
ム
に
停
ま
っ
た
電
車
の
中

で
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
ま
す
。

ま
た
、
の
り
も
の
の
本
の
展
示
や

物
品
の
販
売
も
行
い
ま
す
。

と　

き　

４
月
21
日
㈯
午
前
10
時

30
分
～
午
後
０
時
30
分

と
こ
ろ　

長
野
電
鉄
須
坂
駅
４
番

ホ
ー
ム

主　

催　

お
は
な
し
で
ん
し
ゃ
実

行
委
員
会

※
参
加
費
無
料
で
申
し
込
み
不
要
。

　

あ
の
頃
の
気
持
ち
を
、
も
う
一

「宇宙と農業資料館」

信州須坂どこでも図書館紹介㉓    

　館長は、2014年に打ち上げられた

信州製超小型人工衛星「ぎんれい」の

開発に携わった工学博士の中島厚さ

ん。館内には「ぎんれい」の実物大模

型や関連の本があり、宇宙を身近に

感じられます。

春の公開日時

▼４月28日㈯▼29日㈰▼30日㈪

各日とも午前10時～午後５時

※この３日間は、中島博士から直接

詳しいお話が聞けます。

住　所　大字相之島570

電話番号　245‐2290

　

　

ぶ
っ
く
る
ー

▲

開
館
時
間　

平　

日　

午
前
９
時
～
午
後
７
時

　
　
　
　
　

土
日
祝　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　

Tel
２
４
５
‐
０
７
８
４

　
　
　
　
　

Fax
２
４
５
‐
４
３
１
３

休 

館 

日　

２
・
９
・
16
・
23
・
27
日
・
５
月
１
日

２月

来館者数

   9,129人

貸出冊数

　22,289冊

図
書
館
だ
よ
り

　

親
子
で
参
加
し
て
、
わ
ら
べ
う

た
や
手
遊
び
を
覚
え
ま
し
ょ
う
。

幼
年
向
け
絵
本
の
紹
介
も
あ
り
ま
す
。

と　

き　

▼
５
月
31
日
㈭
▼
６
月

７
日
㈭
▼
14
日
㈭
▼
21
日
㈭
各
回

と
も
午
前
10
時
30
分
～
11
時
40
分

と
こ
ろ　

須
坂
図
書
館
西
館（
２
階
）

講　

師　

佐
藤
月
子
さ
ん

対　

象　

未
就
園
児
（
０
歳
～
３

歳
ぐ
ら
い
）
と
保
護
者

・

・

定　

員　

20
組

申
込
み
期
間　

５
月
３
日
㈭
～
24

日
㈭

※
電
話
ま
た
は

カ
ウ
ン
タ
ー
で

受
け
付
け
ま
す
。

　
　こ

ど
も
の
読
書
週
間　

４
月
24
日
㈫
～
５
月
12
日
㈯

標
語
　「
は
じ
ま
る
よ
！
本
の
カ
ー
ニ
バ
ル
」

【
春
の
お
た
の
し
み
会
】　

と　

き　

５
月
５
日
㈯
午
前
11
時
～

と
こ
ろ 

 

え
ほ
ん
コ
ー
ナ
ー（
１
階
）

出　

演　

ハ
ッ
ピ
ー
お
は
な
し
と

ど
け
隊

対　

象　

幼
児
～
小
学
校
低
学
年

内　

容　

大
型
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー　

な
ど

※
参
加
費
無
料
で
申
し
込
み
不
要

で
す
。

【
ロ
ビ
ー
展
示
と
本
の
貸
し
出
し
】

★
年
齢
別
お
す
す
め
の
本

　

５
種
の
リ
ス
ト
を
配
布
し
ま
す
。

今
年
は
Ｙ
Ａ
（
中
・
高
校
生
向
）を

追
加
し
ま
し
た
。

★
ジ
ュ
ニ
ア
科
学
道
の
本

　

こ
ど
も
た
ち
が
楽
し
く
学
べ
る

科
学
の
本
を
多
数
展
示
し
ま
す
。

度
思
い
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
『
島
は
ぼ
く
ら
と
』
…
辻
村
深
月

▼
『
武
士
道
シ
ッ
ク
ス
テ
ィ
ー
ン
』

…
誉
田
哲
也
▼
『
夜
は
短
し
歩
け

よ
乙
女
』
…
森
見
登
美
彦
▼
『
風
が

強
く
吹
い
て
い
る
』…
三
浦
し
を
ん

▼
『
鴨
川
ホ
ル
モ
ー
』
…
万
城
目
学

『
チ
ア
男
子
』…
朝
井
リ
ョ
ウ
▼『
ぱ

ら
っ
ぱ
フ
ー
ガ
』
…
竹
内
真
▼
『
お

れ
の
お
ば
さ
ん
』
…
佐
川
光
晴
▼

『
幕
が
上
が
る
』
…
平
田
オ
リ
ザ
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